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66,698人（－ 32 人） 10月1日現在の住民基本台帳による人口
（　　）内は前月からの増減

男 32,450人（－ 11 人） 世帯数 28,499世帯
女 34,248人（－ 21 人） 　（+ 12 世帯）
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暮らしに役立つ

税 情報

11
月
11
日
（
土
）
〜
17
日
（
金
）
は

『
税
を
考
え
る
週
間
』
で
す

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
少
子
・
高
齢
社

会
と
税
』と
し
、
少
子
・
高
齢
社
会
に

お
け
る
税
の
意
義
や
役
割
な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
税
務
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化

へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
観
点
か
ら
、『
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（e-tax

）』の
周
知

等
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
税

の
仕
組
み
や
目
的
等
を
考
え
て
も
ら

い
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る

理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
納
税
の
意
義
に
つ
い
て
再
度
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉む
つ
税
務
署
総
務
課

　平成19年度から税源移譲によって

住民税（市・県民税）が変わります！～その３～　

　いよいよ来年度から税源移譲によって住民税が変わることは、８月下旬号と９月下旬号市政だよりでお知らせしています
が、今回はある家庭をモデルにして、実際にどの程度税金が変わるのか説明します。

例1　Ａさん（会社員）40歳　収入4,751,846円（所得3,258,400円）は、妻と子ども２人（中学１年と小学４年）、それに

　　　母親 (83歳） を扶養していますが、この場合の平成19年度の所得税および住民税はどのようになるでしょうか。

ちなみに　～もし、税源移譲がなかったら～

　【所得税】 所得税額＝（所得額－控除額）×税率　　
　　　　　         　＝719,509円×10％
　　　　　         　＝71,900円
　【住民税】 住民税額＝（所得額－控除額）×５％
　　　　　         　＝1,035,509円×５％
　　　　　　         ＝ 51,700円
　　         均等割　＝4,000円
　となり、もし税源移譲がなければ、所得税と住民税の合計
額は、71,900円 +55,700円＝127,600円となります。

〈
問
合
せ
先
一
覧
〉

市
税
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市
民
税
係
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【所得税の計算】 

所得税額＝（所得額－控除額）×税率ですので、＝（3,258,400円－人的控除額－その他控除額）×税率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝（3,258,400円－200 万円－538,891円）×５％　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝719,509円×５％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝35,900円

【住民税の計算】

住民税額＝（所得額－控除額）×10％－所得税との人的控除額の差×５％
　所得割＝（3,258,400円－170 万円－522,891円）×10％－300,000円×５％
　　　　　＝103,500円－15,000円
　　　　　＝88,500円…①
　均等割＝　4,000円…②
　①＋②＝92,500円　　　よって、平成19年（度）の所得税と住民税の合計額は、35,900円 +92,500円＝128,400円となります。

社 保 料 485,891円
生命保険料 50,000円
損害保険料 3,000円

基　礎 380,000円
配偶者 380,000円
子扶養 760,000円
母扶養 480,000円

家
屋
の
滅
失
お
よ
び
未
登
記
家
屋
の

所
有
権
移
転
の
届
け
出
に
つ
い
て

　

家
屋
や
土
地
お
よ
び
償
却
資
産
に
対

す
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

年
内
に
家
屋
の
滅
失（
取
り
壊
し
）が

あ
っ
た
場
合
や
、
売
買
な
ど
に
よ
り
未

登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
法
務
局
で
滅
失
登

記
や
所
有
権
移
転
登
記
を
済
ま
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
届
け
出
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

今
月
の
市
税
（
第
５
期
）
の

納
期
限
は
、
10
月
31
日
（
火
）
で
す

　

こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

『
仕
事
が
忙
し
く
て
、
つ
い
つ
い
…
』

『
納
付
書
を
な
く
し
た
み
た
い
…
』

　

市
税
等
の
納
付
は
、
う
っ
か
り
・

納
め
忘
れ
の
な
い

○
地
域
の
納
税
組
合

　

○
口
座
振
替

　

を
ご
利
用
を
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
納
税
管
理
係

基　礎 330,000円、配偶者 330,000円
子扶養 660,000円、母扶養 380,000円

社 保 料 485,891円
生命保険料 35,000円
損害保険料 2,000円

控除の差、基礎 50,000円、配偶者 50,000円
子扶養 100,000円、母扶養 100,000円
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家族介護教室
　市では高齢者を自宅で介護している家族や援助者、介護方

法を知りたい方を対象に、介護教室を開催します。詳しい内

容については、各教室にお問い合せください。

い　　　つ
問　合　先

ど　こ　で

11月  9日（木）・10:00～12:00 恵光園在宅介護支援センター
中村�26-2681近 川 青 葉 会 集 会 所

11月17日（金）・10:00～12:00 恵光園在宅介護支援センター
中村�26-2681中中 野 沢 老 婆 会 詰 所

◎
『
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
』が
送
付

さ
れ
ま
す
！

　

平
成
18
年
１
月
か
ら
平
成
18
年
12

月
ま
で
の
間
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は『
社
会
保
険
料
控
除
』と
し
て
全
額

が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
18
年
中
に

毎
月
納
め
た
保
険
料
の
ほ
か
に
、
過
去

の
期
間
分
で
、
未
納
や
免
除
を
受
け
た

分
を
平
成
18
年
中
に
納
め
た
保
険
料
額

に
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金

保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
は
、
保
険
料
の
支
払
い
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

そ
の
際
は
、
社
会
保
険
庁
よ
り
11
月
初

旬
（
予
定
）に
発
行
さ
れ
る
『
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
』

や
領
収
書
な
ど
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。（
10
月
以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料

を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
初
旬
に

証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
）

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
な
う

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を

し
て
い
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た

り
、
万
が
一
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
局
で
は
み
な
さ
ま
の

大
切
な
受
給
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
保
険
料
を
ま
だ

納
め
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
戸
別
訪

問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま

す（
土･

日･

祝
日
も
実
施
）。

　

戸
別
訪
問
で
は
、
社
会
保
険
事
務
局

職
員
、
国
民
年
金
推
進
員
、
収
納
指
導

員
が
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
保
険
料

の
納
付
督
励
、
免
除
の
申
請
勧
奨
を
目

的
と
し
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
訪
問
の
際
に
個
人
情
報
を
聞

き
出
す
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
社
会
保
険
事
務
局
職
員
を
装
っ

て
個
人
情
報
を
聞
き
だ
そ
う
と
す
る
不

審
な
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

『
あ
や
し
い
？
』と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
回

答
せ
ず
、
社
会
保
険
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉青
森
社
会
保
険
事
務
局
む
つ
事
務
所

〜
青
森
社
会
保
険
事
務
局
む
つ
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

青少年健全育成地域懇談会
　市およびむつ市青少年健全育成推進員協議会では、青少年

の健やかな成長を願い、例年地域懇談会を開催し、地域のみ

なさまと青少年をとりまくいろいろな問題について話し合い

ながら、青少年の健全育成を推進してきました。

　今年度、田名部中学校地区、大平中学校地区では『今、子ど

もたちにできること。親として… 学校として …地域として… 』、

むつ中学校地区では 『命の大切さをどう考えるか』をテーマに、

家庭、学校、地域はどのように対応したら良いのかをみなさ

んと一緒に考えてみたいと思います。

　多数のご来場をお待ちしております。

い　つ どこで

10月30日（月）・18:30～ 20:30 海老川コミュニティセンター

11月　2日（木）・18:30～ 20:30 大 湊 新 町 町 内 会 館

11月　5日（日）・13:00～15:00 横 迎 町 集 会 所

〈詳しくは〉

市児童家庭課青少年・社会係

�22-1111内線 412
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除雪等のお手伝いをします
　市では、軽度生活援助ホームヘルプサービス事業として、

高齢者の世帯に対して除雪等の援助を行なっています。

　内容につきましては以下のとおりとなっております

ので、利用を希望される方はお申し込みください。

〈対象者〉

65才以上のひとり暮らしの方、および高齢者のみの

世帯の方

〈除雪の範囲〉

外出するための通路（玄関前より道路まで）

〈利用料金〉

午前６時～午前８時まで・300円 /30分

午前８時～午後６時まで・200円 /30分

午後６時～午後10時まで・300円 /30分

〈申込先〉

　市介護福祉課、各庁舎健
康福祉課またはお近くの在宅

介護支援センターまでお申し

込みください。

〈問合せ先〉

市介護福祉課介護福祉係�22-1111内線 436

川内庁舎健康福祉課　　　�42-2111　　　

大畑庁舎健康福祉課　　　�34-6611　　　

脇野沢庁舎健康福祉課　　　�44-2111　　　

　

現
在
、
保
育
所
（
園
）へ
お
子
さ
ん
が

入
所
さ
れ
て
い
て
、
来
年
度
も
継
続
し

て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
主
に
次

の
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

保
育
所
（
園
）よ
り
配
布
さ
れ
た
『
保

育
所
継
続
入
所
に
つ
い
て
』の
お
知
ら

せ
を
よ
く
ご
覧
に
な
り
、
定
め
ら
れ
た

期
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
の
新
規
受
付
は

１
月
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〈
提
出
書
類
〉

○
就
労
証
明
書
、
診
断
書
な
ど
の
保
育

に
欠
け
る
理
由
を
証
明
す
る
も
の

○
平
成
18
年
分
の
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
確
定
申
告
書
の
写
し

保
育
所
（
園
）
継
続
入
所
に
つ
い
て

○
母
子
・
父
子
世
帯
、
在
宅
障
害
児

（
者
）の
い
る
世
帯
は
、
届
出
書

○
扶
養
し
て
い
る
児
童
が
３
人
以
上
い

る
世
帯
で
、
３
人
目
以
降
の
児
童
が

入
所
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
、
届
出
書

○
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
各
種
書

類
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
提
出
先
〉

市
児
童
家
庭
課
保
育
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
５
・
４
１
６

川
内
庁
舎
健
康
福
祉
課

�

42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
健
康
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
か
ん
）

�

34

－

６
６
１
１

脇
野
沢
庁
舎
健
康
福
祉
課

�

44

－

２
１
１
１

 

平
成
19
年
度
４
月
か
ら
の

館
児
募
集
に
つ
い
て

　

市
立
児
童
館
で
は
、『
学
齢
前
幼
児
』

を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

〈
施
設
名
〉む
つ
市
立
正
津
川
児
童
館

〈
対
象
〉満
３
才
以
上
の
幼
児

〈
募
集
人
員
〉30
名

〈
募
集
期
間
〉

11
月
１
日（
水
）〜
12
月
20
日（
水
）

※
市
立
中
島
児
童
館
、
市
立
湯
坂
下

　

児
童
館
お
よ
び
市
立
正
津
川
児
童

　

館
の『
学
童
』の
募
集
に
つ
き
ま
し
て

は
、
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
立
正
津
川
児
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８

　

10
月
13
日
（
金
）よ
り
入
園
案
内
・
願
書
の
配
付
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
11
月
１
日
よ
り
入
学
願
書
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

就
園
奨
励
費
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

む
つ
市
私
立
幼
稚
園
協
会
よ
り

平
成
19
年
度
園
児
募
集
の
お
知
ら
せ

むつ市私立幼稚園協会加入幼稚園

大湊幼稚園 むつ市宇田町12-5 �24-2832

大湊カトリック幼稚園 むつ市大湊浜町20-17 �24-1720

こばと幼稚園 むつ市昭和町23-25 �22-5070

星美幼稚園 むつ市小川町1-14-31 �22-2223

田名部幼稚園 むつ市金谷1-17-24 �22-2903

田名部カトリック幼稚園 むつ市新町11-28 �22-2491

ひまわり幼稚園 むつ市横迎町2-14-50 �22-1530

こすもす幼稚園 むつ市大畑町兎沢17-228 �34-5255

あたご幼稚園 むつ市川内町川内87 �42-3673
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む
つ
総
合
病
院
で
は
、病
院
と
病
院
、

病
院
と
診
療
所
の
連
携
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
18
年
４
月
に
医
療
連
携
室
を

開
設
し
医
療
連
携
の
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
10
月
１
日
よ
り
本
格

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

【
医
療
連
携
と
は
】

　

病
院
・
診
療
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
・

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ひ
と
つ
の
病
院
・
ひ
と

つ
の
診
療
所
が
す
べ
て
を
担
う
の
で
は

な
く
、
地
域
の
医
療
機
関
全
体
で
連
携

し
な
が
ら
、
患
者
さ
ま
の
そ
の
時
々
の

症
状
に
応
じ
た
診
療
を
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

む
つ
総
合
病
院
医
療
連
携
開
始
の
お
知
ら
せ

【
医
療
連
携
の
流
れ
】

①『
か
か
り
つ
け
医
』を
受
診

②『
か
か
り
つ
け
医
』か
ら
の
予
約
申
し

込
み

③
予
約
日
時
の
当
院
受
診
（
カ
ル
テ
は

事
前
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
受
診
で
き
ま
す
。）

④
医
療
連
携
室
か
ら『
か
か
り
つ
け
医
』

へ
の
患
者
さ
ま
受
診
報
告

⑤
患
者
さ
ま
の
症
状
が
安
定
後
、『
か

か
り
つ
け
医
』へ
の
逆
紹
介

　

ま
た
、
患
者
さ
ま
の
症
状
に
よ
っ
て

は
よ
り
専
門
的
な
医
療
機
関
へ
ご
紹
介

し
、
地
域
の
医
療
機
関
が
ひ
と
つ
と
な

り
診
療
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第13回『青森県農業簿記講座』

開催のお知らせ

　これからの農業経営改善に大きな効果を生み出し、有

効な資金の借り入れや税制上の特典が受けられるなど、

経営に役立ちます。

〈いつ・どこで〉

黒 石 会 場 スポカルイン黒石

11月28日（火）
12月 1日（金）
12月 5日（火）
12月 8日（金）
12月12日（火）

五所川原会場 五所川原市中央公民館

11月29日（水）
12月 1日（金）
12月 5日（火）
12月 7日（木）
12月11日（月）

五 戸 会 場 五戸町立公民館

12月 4日（月）
12月 6日（水）
12月 8日（金）
12月13日（水）
12月14日（木）

※ 全日程とも午前10時～午後3時 30分

〈参加費〉・受講料3,000円

・教材費1,500円（農業経営簿記Ⅰ・Ⅱ・固定資産台帳）

〈申込方法〉

　11月10日（金）までに、参加費を添えてお申し込みください。

〈問合せ・申込先〉

むつ市農業委員会事務局

�22-1111内線 796

【
か
か
り
つ
け
医
と
は
】

　

自
宅
の
近
く
に
い
て
、
家
族
や
生
活

環
境
を
よ
く
理
解
し
、
病
状
な
ど
に
つ

い
て
親
切
に
説
明
し
、
気
軽
に
相
談
に

の
っ
て
く
れ
る
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
病
院
を

紹
介
で
き
る
医
師
の
こ
と
で
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー

む
つ
総
合
病
院
地
域
連
携
科
医
療
連
携
室

�

22

－

２
１
１
１
内
線
３
３
５
３

『
１
日
技
能
教
室
』
受
講
者
募
集

　

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
当

校
を
広
く
市
民
の
み
な
さ
ま
に
開
放
し
、

訓
練
内
容
の
紹
介
や
、
体
験
を
通
じ
て
職

業
訓
練
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め『
一
日
技
能
教
室
』を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
11
日（
土
）・
午
前
９
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校
木
造
建
築
科

〈
ど
ん
な
〉

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ラ
ワ
ー
テ
ー
ブ
ル
製
作

※
1
家
族
1
台
と
な
り
ま
す

〈
対
象
者
〉中
学
生
以
上

〈
受
講
料
〉無
料

〈
定
員
〉20
名（
先
着
順
）

〈
募
集
期
間
〉11
月
１
日（
水
）〜
８
日（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
、
祭
日
を
除
く
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉

上
履
き（
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

�

24

－

１
２
３
４

Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
訓
練
）

基
礎
研
修
講
習

〈
い
つ
〉11
月
10
日（
金
）・
午
前
９
時
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
内

〈
受
講
料
〉９
、６
６
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

〈
そ
の
他
〉案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
案
内
書
・
申
込
書
請
求
先
〉

㈳
下
北
地
区
労
働
基
準
協
会

�

22

－

１
３
８
９
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むつ市地域防災計画（地震編）第６章

『日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対策推進計画』が
作成されました

　この計画は、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震による災害から国民の生命、身体および財産を
保護するため、平成16年４月に『日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の推進に
関する特別措置法』（以下『措置法』という。）が制定され、措置法第３条の規定に基づき、平成18年
2月20日に１道４県130市町村（本県は、16市町村）が日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対
策推進地域（以下『推進地域』という。）として指定されました。
　推進地域においては、国、地方公共団体、民間事業者等が各
種計画を策定し、それぞれの立場から地震防災対策を推進する
こととなっており、平成18年２月17日に、日本海溝・千島海
溝周辺海溝型地震防災対策のマスタープランとして、『日本海
溝・千島海溝周辺海溝型地震対策大綱』（以下『大綱』という。）
が中央防災会議で決定され、同年３月31日に、同大綱に定め
られた方針に沿って日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対
策推進基本計画（以下『基本計画』という。）が中央防災会議にお
いて策定されました。
　市防災会議では、この基本計画に基づき、青森県の同推進計
画の考え方に沿って作成しております。
　ここに、むつ市地域防災計画（地震編）の第６章として作成し
ました『日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対策推進計画』
の概要をお知らせいたします。

　

第
１
節
・
総
則

１ 

推
進
計
画
の
目
的

　

こ
の
計
画
は
、
措
置
法
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
推

進
地
域
に
つ
い
て
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に

伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
防
護
お
よ
び
円
滑
な
避
難
の
確
保
に

関
す
る
事
項
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
関
し

地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
項

等
を
定
め
、
当
該
地
域
に
お
け
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

２ 

推
進
地
域

　

措
置
法
第
３
条
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
青
森
県
の
推
進
地
域

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
【
平
成
18
年
４
月
３
日
内
閣
府
告
示
第
58
号
】

　

八
戸
市
、
三
沢
市
、
む
つ
市
、
上
北
郡
野
辺
地
町
、
同
郡
六
戸
町
、
同
郡
横
浜
町
、

同
郡
東
北
町
、
同
郡
六
ヶ
所
村
、
同
郡
お
い
ら
せ
町
、
下
北
郡
大
間
町
、
同
郡
東
通
村
、

同
郡
風
間
浦
村
、
同
郡
佐
井
村
、
三
戸
郡
五
戸
町
、
同
郡
南
部
町
、
同
郡
階
上
町

３ 

防
災
関
係
機
関
が
地
震
発
生
時
の
災
害
応
急
対
策
と
し
て
行
な  

う
事
務
ま
た
は
業
務
の
大
綱

　

市
の
地
域
に
係
る
地
震
防
災
に
関
し
、
市
の
区
域
内
の
指
定
地

方
行
政
機
関
、
指
定
公
共
機
関
、
指
定
地
方
公
共
機
関
お
よ
び
公

共
的
団
体
そ
の
他
防
災
上
重
要
な
施
設
の
管
理
者（
以
下『
防
災
関

係
機
関
』と
い
う
。）の
処
理
す
べ
き
事
務
ま
た
は
業
務
の
大
綱
は
、

第
１
章
第
５
節
『
市
お
よ
び
防
災
関
係
機
関
等
の
処
理
す
べ
き
事

務
ま
た
は
業
務
の
大
綱
』に
準
じ
、
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
２
節
・
災
害
対
策
本
部
等
の
設
置
等

１ 

災
害
対
策
本
部
等
の
設
置

　

市
長
は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
ま
た
は
当

該
地
震
と
判
定
さ
れ
う
る
規
模
の
地
震
（
以
下
『
地
震
』と
い
う
。）

が
発
生
し
た
と
判
断
し
た
と
き
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

直
ち
に
む
つ
市
災
害
対
策
本
部
お
よ
び
必
要
に
応
じ
て
現
地
災
害

対
策
本
部
（
以
下
「
災
害
対
策
本
部
等
」と
い
う
。）を
設
置
し
、
的

確
か
つ
円
滑
に
こ
れ
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２ 

災
害
対
策
本
部
等
の
組
織
お
よ
び
運
営

　

災
害
対
策
本
部
等
の
組
織
お
よ
び
運
営
は
、災
害
対
策
基
本
法
、
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む
つ
市
災
害
対
策
本
部
条
例
お
よ
び
む
つ
市
災
害
対
策
本
部
規
則

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

３ 
災
害
応
急
対
策
要
員
の
参
集

　

市
お
よ
び
防
災
関
係
機
関
が
、
災
害
応
急
対
策
に
万
全
を
期
す

る
た
め
の
職
員
等
の
配
備
に
つ
い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
は
、
地
震
発
生
後
の
情
報
等
の
収
集
に
積
極
的
に

努
め
、
参
集
に
備
え
る
と
と
も
に
、
発
災
の
程
度
を
勘
案
し
、
動

員
命
令
を
待
つ
こ
と
な
く
、
自
己
の
判
断
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
場

所
に
参
集
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

第
３
節
・
地
震
発
生
時
の
応
急
対
策
等

１ 

地
震
発
生
時
の
応
急
対
策

　

津
波
予
報
・
地
震
情
報
等
の
伝
達
を
迅
速
か
つ
確
実
に
実
施
し
、

災
害
発
生
の
防
止
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

２ 

資
機
材
、
人
員
等
の
配
備
手
配

　

地
震
発
生
後
に
行
な
う
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
物
資
、
資
機

材
の
確
保
お
よ
び
職
員
の
配
備
状
況
を
把
握
し
、
県
へ
報
告
し
、

必
要
に
応
じ
て
、
県
へ
人
員
派
遣
等
の
要
請
を
行
な
う
こ
と
等
を

定
め
て
お
り
ま
す
。

３ 

他
機
関
に
対
す
る
応
援
要
請

　

災
害
応
急
対
策
の
実
施
の
た
め
必
要
な
協
力
を
得
る
こ
と
に
関

し
、
締
結
し
て
い
る
応
援
協
定
等
に
つ
い
て
、
載
せ
て
お
り
ま
す
。

　

第
４
節
・
津
波
か
ら
の
防
護
お
よ
び
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
事
項

１ 

津
波
か
ら
の
防
護
の
た
め
の
施
設
の
整
備
等

　

津
波
に
よ
る
被
害
の
想
定
を
踏
ま
え
、
堤
防
や
防
波
堤
等
の
津
波

防
護
機
能
を
有
す
る
施
設
の
早
急
な
整
備
・
点
検
を
行
な
い
、
整
備

が
不
足
し
て
い
る
地
域
や
老
朽
化
が
進
み
耐
震
性
・
耐
浪
性
の
観
点

か
ら
補
強
・
更
新
が
必
要
な
施
設
に
お
い
て
は
、
津
波
防
護
機
能
を

有
す
る
施
設
の
新
設
や
既
存
施
設
の
耐
震
化
、
嵩
上
げ
、
更
新
、
防

潮
林
の
整
備
等
の
計
画
事
項
等
に
つ
い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

２ 

津
波
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
等

　

津
波
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
に
係
る
基
本
的
事
項
は
、
第
４
章
第

１
節
の
３
に
準
ず
る
も
の
と
し
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
た

映
像
等
に
よ
る
災
害
情
報
の
伝
達
・
収
集
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
バ
イ

ク
の
活
用
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
衛
星
通
信
等
の
実
用
化
を
検
討
し
、
可

能
な
も
の
か
ら
実
施
す
る
考
え
方
等
に
つ
い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

３ 

避
難
対
策
等

　

地
震
発
生
時
に
お
い
て
津
波
に
よ
る
避
難
の
勧
告
ま
た
は
指
示

の
対
象
と
な
る
地
区
を
表
と
し
て
、
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

関
係
地
区
住
民
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
避
難
場
所
等
に
つ
い
て
十

分
周
知
を
図
る
な
ど
、　

避
難
対
策
等
に
つ
い
て
、定
め
て
お
り
ま
す
。

４ 

消
防
機
関
等
の
活
動

　

消
防
機
関
お
よ
び
水
防
団
（
消
防
団
）が
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の

確
保
等
の
た
め
に
講
ず
る
措
置
に
つ
い
て
、重
点
策
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

５ 

水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
通
信
、
放
送
関
係

　

各
防
災
関
係
機
関
は
、
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
た

津
波
か
ら
の
防
護
お
よ
び
円
滑
な
避
難
の
確
保
の
た
め
に
実
施
す

べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

６ 

交
通
対
策

　

道
路
・
海
上
・
鉄
道
の
各
管
理
者
は
、
津
波
の
来
襲
の
お
そ
れ
が

あ
る
と
こ
ろ
で
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

７ 

市
が
自
ら
管
理
ま
た
は
運
営
す
る
施
設
に
関
す
る
対
策

　

不
特
定
多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
市
等
が
管
理
す
る
庁
舎
、
社

会
教
育
施
設
、
社
会
体
育
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
図
書
館
、
公

民
館
、
学
校
、
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
が
管
理
す
る

病
院
等
の
管
理
上
の
措
置
等
に
関
し
て
、
各
施
設
の
共
通
す
る
事

項
お
よ
び
個
別
事
項
に
つ
い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

第
５
節
・
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
の
整
備
計
画

　

各
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
各
施
設
ご
と
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な

が
ら
計
画
的
な
整
備
に
努
め
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

１ 

建
築
物
等
の
耐
震
化

　

建
築
物
の
耐
震
化
の
推
進
、耐
震
化
を
進
め
る
た
め
の
環
境
整
備
、

公
共
施
設
等
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
数
値
目
標
を
設
定
す
る
な
ど
、

そ
の
耐
震
化
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

２ 

避
難
地
、
避
難
路
の
整
備

　

避
難
地
お
よ
び
避
難
路
の
確
保
に
当
た
っ
て
、
背
後
地
が
急
峻

で
あ
る
な
ど
地
形
的
に
避
難
が
困
難
な
地
域
や
高
齢
化
の
進
ん
だ

避
難
困
難
者
の
多
い
地
域
等
へ
の
優
先
的
な
指
定
・
整
備
に
も
配

慮
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

３ 

津
波
対
策
施
設　

　

堤
防
や
防
波
堤
等
に
よ
り
、
津
波
・
高
潮
等
か
ら
背
後
の
人
命
や
財

産
を
防
護
す
る
た
め
、施
設
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

４ 

消
防
用
施
設
の
整
備
等

　

消
防
用
施
設
お
よ
び
消
防
用
資
機
材
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
を

定
め
て
お
り
ま
す
。

５ 

緊
急
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
道
路
、
港
湾
ま
た
は
漁
港
の
整
備

　

緊
急
輸
送
道
路
等
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

６ 

通
信
施
設
の
整
備

　

防
災
関
係
機
関
は
情
報
の
収
集
お
よ
び
伝
達
計
画
に
従
い
、
地

震
防
災
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
通
信
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

第
６
節
・
防
災
訓
練
計
画

　

防
災
訓
練
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
震
、
津
波
災
害
発
生
時
等
に
お
け

る
災
害
応
急
対
策
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
計
画
的
お
よ

び
継
続
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
等
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

第
７
節
・
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
お
よ
び
広
報
に
関
す
る
計
画

　

市
は
、
防
災
関
係
機
関
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
、
事
業
所
等
の

自
衛
消
防
組
織
等
と
協
力
し
て
、
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
お
よ

び
広
報
を
推
進
す
る
も
の
と
し
、
市
職
員
に
対
す
る
教
育
お
よ
び
広

報
、
住
民
等
に
対
す
る
教
育
お
よ
び
広
報
、
児
童
・
生
徒
等
に
対
す

る
教
育
お
よ
び
広
報
、
防
災
上
重
要
な
施
設
管
理
者
に
対
す
る
教
育

お
よ
び
広
報
、
自
動
車
運
転
者
に
対
す
る
教
育
お
よ
び
広
報
等
に
つ

い
て
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

【
む
す
び
】

　

こ
こ
に
、
当
推
進
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

当
推
進
計
画
の
全
文
は
製
本
の
上
、
各
町
内
会
に
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
役
所
市
民
ル
ー
ム
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
川
内
分
庁
舎
、

大
畑
分
庁
舎
、
脇
野
沢
分
庁
舎
等
に
備
え
て
お
り
、
閲
覧
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉市
防
災
調
整
課
�

22
ー
１
１
１
１
内
線
１
５
２



( 8 )

（２００６年・第６３９号）

 土砂災害防止法に基づく
区域指定に関する説明会の開催について

　土砂災害から住民の生命および身体を守るため、土砂災害のおそれのある区域を明らかにし、当該区域における危険箇所

の周知、警戒避難体制の整備、住宅などの新規建設の抑制、既存住宅の移転促進などのソフト対策を推進することを目的と

して『土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律』（通称：土砂災害防止法といいます。）が平成13

年４月１日に施行されました。

　県では、法律に基づく基礎調査をむつ、川内、大畑および脇野沢と順次、地区ごとに行なっていますが、みなさまのご理解、

ご協力により、むつ地区の現地調査が終了いたしました。

　つきましては、むつ地区の区域指定について、関係住民のみなさまを対象とした説明会を次のとおり開催いたしますので、

ぜひご参集をお願いします。

　なお、説明会は、危険対象箇所を含む町内単位で開催しますが、開催日時および会場については、本号を含めて、11月

10日号、12月15日号に分けてお知らせいたします。また、各町内の危険箇所については、説明会場ごとに『土砂災害危険

箇所マップ』を作成し、説明会開催の前に市政だよりに折込みし、配布いたします。

《説明内容》　１ 『土砂災害防止法とは』（ビデオ上映）

２ 土砂災害防止法制定の経緯について

３ 区域指定を予定している箇所について

４ 区域指定により講じられる施策について

《説明会場》

開催日時 説明会場 説明会参集町名

11月14日（火）

18:30～19:30

土手内集会所 土手内

11月16日（木） 赤坂集会所 赤坂

11月20日（月） 宇曽利川町内会館 宇曽利川

11月21日（火） 大湊中学校体育館 桜木町、大湊町

11月28日（火） 大湊小学校体育館 川守町

11月30日（木） 大湊中学校体育館 宇田町

《むつ地区の急傾斜・土石流の警戒・特別警戒区域一覧》

　急傾斜・土石流の警戒・特別警戒区域は、次のとお

りとなっています。

町　　名

浜関根、出戸、高梨、宮後、土手内、赤坂、

小川町二丁目、柳町二・三・四丁目、女舘、松山町、

十二林、石蕨平、近川、中野沢開拓、荒川町、越葉沢、

松森町、文京町、並川町、大平町、大湊新町、

大湊上町、大湊浜町、川守町、宇田町、桜木町、

大湊町、宇曽利川の各一部の地域

年金相談・納付相談会のお知らせ
　青森社会保険事務局むつ事務所では、毎月第 2土曜日

のほか、右記期間について、事務所を開庁して相談をお

受けします。

　ふだん仕事等の関係で、なかなか相談できない方は、

ぜひこの機会をご利用ください。

《開設場所》

青森社会保険事務局むつ事務所�22-2278

《開設日時》

11 月 12 日（日）・25日（土）・26日（日）

12月 10 日（日）・16日（土）・17日（日）
午前９時 30分～午後４時

※12月 16 日、17 日は年金相談は行なわず、納付相談のみとなります。

《どんな》

年金相談・国民年金の納付、免除相談

〈問合せ先〉

市総務部防災調整課�22-1111内線151

下北地域県民局地域整備部河川砂防管理課

�22-8581内線 270
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独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
む
つ
事
業
所
、
独
立
行
政
法
人

海
洋
研
究
開
発
機
構
む
つ
研
究
所
お
よ

び
財
団
法
人
日
本
海
洋
科
学
振
興
財
団

む
つ
海
洋
研
究
所
の
３
機
関
で
は
、
次
の

と
お
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
３
機
関
は
、
む
つ
市
に
お
い
て
海

洋
科
学
を
中
心
と
し
た
研
究
活
動
等
を

行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
一
端
を
地

元
の
方
々
に
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
研
究
分
野
に
つ

い
て
最
新
の
研
究
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
２
回 

む
つ
海
洋
環
境
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈
い
つ
〉11
月
10
日（
金
）

午
後
２
時
30
分
〜
６
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

〈
ど
ん
な
〉

・ 

３
機
関
の
近
況
・
研
究
活
動
報
告

・ 『
青
森
県
と
環
境
科
学
研
究
』お
よ

　

び『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
海

洋
生
物
資
源
学
』に
つ
い
て
の
講
演

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
海
洋
環
境
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

�

23

－
４
２
１
１

　

青
森
県
被
害
者
対
策
連
絡
協
議
会

で
は
、
被
害
者
支
援
の
重
要
性
を
訴
え

る
こ
と
を
目
的
に
、
殺
人
事
件
被
害
者

遺
族
お
よ
び
交
通
事
故
被
害
者
遺
族
を

講
師
と
し
て
、
被
害
者
遺
族
の
心
情
等

に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
18
日（
土
）午

後
２
時
〜
４
時

犯
罪
被
害
者
等
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
来
さ
ま
い
舘
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

〈
講
師
〉田
代 

祐
子 

氏

※
交
通
事
故
被
害
者
遺
族
、
青
森
犯
罪
被
害

者
語
り
の
会
代
表
、
あ
お
も
り
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）設
立
準
備
会
委
員

〈
そ
の
他
〉

・ 

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・ 

入
場
は
無
料
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
被
害
者
対
策
連
絡
協
議
会

（
青
森
県
警
察
本
部
警
務
部
広
報
相
談
課

犯
罪
被
害
者
対
策
室
内
）

�
０
１
７

－

７
２
３

－

４
２
１
１

内
線
２
１
８
２
〜
２
１
８
４

　

本
来
、
野
生
動
物
と
人
間
と
は
住
む

場
所
が
異
な
る
も
の
で
す
が
、
最
近
、

市
街
地
に
サ
ル
、
カ
モ
シ
カ
が
頻
繁
に

出
没
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

◇
カ
モ
シ
カ
は
日
本
全
国
で
特
別
天

然
記
念
物
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
生
息
域
が
拡
大
し
、
住
宅

密
集
地
の
道
路
や
庭
で
見
か
け
た
と
い

う
情
報
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
モ
シ
カ
は
、
人
に
危
害
を
加
え
る

こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は

り
野
生
動
物
で
す
の
で
、
追
い
つ
め
ら

れ
た
り
特
殊
な
状
況
下
で
は
人
に
向

か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
以
前
、

市
内
で
犬
に
追
わ
れ
た
カ
モ
シ
カ
に
市

民
が
巻
き
込
ま
れ
怪
我
を
し
た
事
例
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
高
齢
者
、
年
少
者

の
方
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ル
・
カ
モ
シ
カ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

①
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

②
庭
木
な
ど
の
食
害
が
あ
る
場
合
は
、

暴
風
ネ
ッ
ト
等
で
防
ぐ
の
が
よ
い

で
し
ょ
う

③
決
し
て
餌
を
や
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

④
野
生
動
物
で
す
の
で
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
の
が
基
本
で
す

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

◇
下
北
半
島
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
天
然

記
念
物
と
し
て
保
護
さ
れ
、
個
体
数
も

群
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
人
馴
れ
が
進
み
採
食
学

習
し
た
サ
ル
が
人
家
や
農
地
に
出
没
し

て
人
を
威
嚇
し
た
り
、
人
家
に
侵
入
す

る
な
ど
し
て
お
り
、
市
街
地
で
の
目
撃

情
報
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
に

は
脇
野
沢
地
区
に
お
い
て
、
小
学
生
が

サ
ル
に
囲
ま
れ
、
転
ん
で
ケ
ガ
を
負
っ

た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
人
間
の
行
動
が
サ
ル
の

危
険
な
行
動
を
引
き
起
こ
す
か
に
つ
い

て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
サ
ル
の
目
を
じ
っ
と
見
る
な

ど
挑
発
的
と
受
け
取
ら
れ
る
行
動
を

と
っ
た
場
合
、
恐
怖
心
を
表
情
に
表
し

た
り
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
場
合
、
赤
ち
ゃ

ん
ザ
ル
の
そ
ば
に
不
用
意
に
近
寄
る
な

ど
し
た
場
合
に
サ
ル
か
ら
の
攻
撃
を
受

け
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と
違
っ
て
尾
の

長
い
タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
を
見
か
け
た
ら
、

教
育
委
員
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

天
然
記
念
物
や
特
別
天
然
記
念
物
は

捕
獲
す
る
た
め
に
は
手
続
き
が
必
要
で

す
が
、
人
に
危
害
を
与
え
た
場
合
や
そ

の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
緊
急
避
難
措

置
が
と
れ
ま
す
。

　

サ
ル
が
農
地
や
人
家
周
辺
に
近
づ
か
な

い
よ
う
に
畑
や
人
家
の
周
辺
の
野
菜
や
生

ゴ
ミ
な
ど
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

野
生
動
物
に
餌
を
与
え
る
こ
と
は
決

し
て
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
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－

１
１
１
１
内
線
７
３
３

川
内
庁
舎
教
育
課

�

42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
教
育
課

�

34

－

２
３
２
１

脇
野
沢
庁
舎
教
育
課�
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－

５
２
７
７
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（財）環境科学技術研究所 出 前 講 演 会
　（財）環境科学技術研究所では、科学、環境、エネル

ギー、原子力、放射線などに関係する事柄について、

みなさまの『知りたい』というご要望にお応えし、理解

を深めていただくことを目的に、研究所の専門家を派

遣する出前講演会を行なっております。

　勉強会、セミナー、講演会、学校の授業、イベント

などにご活用ください。

〈対　象〉

　３名以上の集まりであれば、どなたでも利用で
きます。いつでもどこへでも、研究所の専門家が

伺いますので、お気軽にご相談ください。
　※講演の時間は、１回につき１時間から１時間半が目安です。

〈テーマ〉

○科学…くらしと科学、科学の歴史、理科実験ほか

○環境…環境問題、環境ホルモン、環境とは何かほか

○エネルギー…地球にはどんなエネルギー源があるかほか

○原子力…原子力と環境とのかかわり、使用済み核

　燃料の再処理、地層処分とはほか

○放射線・放射能…放射線・放射能とは何か、放射線の人体影響、

　くらしの中の放射線、医療や産業で利用されている放射線ほか

○展示…放射線観察装置（スパークチェンバー、霧箱）、

　放射線測定器の展示・実演ほか

○研究所の紹介…放射線の生物への影響、放射性

　物質の環境中の動き、ミニ地球ほか

○その他…食べ物・健康など日常生活にかかわる身近な話題ほか

〈費　用〉専門家の講演料、交通費などは無料

〈申込方法〉

　所定の申込書（エネルギー対策課にあります）に必要事項
を記入し、FAXまたは郵送等でお送りください。

　申し込みは希望日の約1か月前までにお願いい
たします。

〈問合せ・申込先〉

市エネルギー対策課

�22-1111内線 230・231

（財）環境科学技術研究所 広報・研究情報室

�0175-71-1257　  0175-71-1270

　

中
小
企
業
の
公
的
な
支
援
機
関
で

あ
る
㈶
21
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
中
小
企
業
者

の
方
の
設
備
投
資
を
応
援
す
る
た
め
、

低
利
（
割
賦
損
料
・
年
率
１・
９
％
あ

る
い
は
２・
３
％
、
リ
ー
ス
料
・
月
額

１・
３
６
２
％
〜
２・
９
８
２
％
）固
定

金
利
で
設
備
貸
与
制
度
（
割
賦
・
リ
ー

ス
制
度
）を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
は
『
連
帯
保
証

人
は
代
表
者
の
み
』も
選
択
可
能
に
な

る
等
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

機
械
、
装
置
、
車
両
等
（
土
地
・
建

物
は
対
象
外
で
す
）の
導
入
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

設
備
貸
与
制
度
《
割
賦
・
リ
ー
ス
制
度
》
の
ご
案
内

せ
く
だ
さ
い
。
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

㈶
21
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

�

０
１
７

－

７
７
５

－

３
２
３
４

�http://w
w
w
.21aom

ori.or.jp/

　

下
北
森
林
管
理
署
で
は
、
国
有
林
の

自
然
環
境
保
全
に
か
か
る
管
理
運
営
と

地
域
産
木
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
恐
山
山
地
森
林
生
態
系

保
護
地
域
内
の
散
策
と
川
内
町
の
製
材

工
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

恐
山
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
散
策
・
製
材
工
場
見
学
会

〈
い
つ
〉11
月
９
日（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
午
前
９
時
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い

〈
集
合
場
所
〉

下
北
森
林
管
理
署
前

む
つ
市
金
曲
１

－

４

－

６

〈
定
員
〉40
名

〈
申
込
締
切
〉11
月
２
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

　

昼
食
は
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

　

散
策
に
適
し
た
履
き
物
と
雨
具

は
、
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

下
北
森
林
管
理
署

神
・
�

０
５
０

－

３
１
６
０

－

５
８
８
５

エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

　

市
で
は
、
最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

等
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉11
月
26
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

〈
ど
こ
で
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
講
師
〉

 

・
京
都
大
学
教
授　

 

中
込 

良
廣 

氏

 

・
落
語
家 

　

 

林
家 

木
久
蔵 

氏

〈
入
場
料
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

市
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課

�
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－

１
１
１
１
内
線
２
３
１

奥薬研レストハウスから

大隅弘二さんの写真展 『私の選んだ薬研の風景』
開催のお知らせ

〈い　つ〉11月1日（水）～11月30日（木）

　　　　　　　・  8:30～18:00（～11月10日まで）

　　　　　　　・10:00～17:00（11 月 11 日以降）

〈どこで〉 奥薬研修景公園レストハウス内

〈詳しくは〉

奥薬研修景公園レストハウス�34-2008
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　午後 1時～ 3時まで、職業相談のカウンセラーが『サテ
ライトスポットむつ』（勤労青少年ホーム内）に訪問しています。
就職ミニセミナーやカウンセリングを行ないますので、ぜ
ひご利用ください！
　　　例えば…

 　・求人情報の集め方を知りたい
 　・履歴書、職務経歴書の書き方を知りたい
 　・何から始めていいのかわからない
 　・好きなことを仕事にしたい

ジョブカフェあおもり
サテライトスポットむつ

セミナー・カウンセリングを毎週月曜日に実施します。

〈11月の予定〉

6日、13日、20日、27日
〈詳しくは〉

青森県若年者就職支援センター �017-731-1311

【つくってたいけん工作コーナーのお知らせ】

　11月 3日（祝）より、つくってたいけん工作コーナーの

メニューが変わります。新しいメニューは、入館無料イ

ベントで大変好評をいただきました『缶バッチ・キーホル

ダーをつくろう』です。自分だけのオリジナル缶バッチや

キーホルダーをつくってみませ

んか？ 参加費や予約などは必要

ありません。なお、参加は中学

生以下のお客様とさせていただ

きます。

【10・11・12月 探求コーナーのお知らせ】

　10月から『光の不思議を調べよう』に替わり『電気の不思

議を調べよう』を開催しています。開催日は、毎週日曜日

です。メニューは次のとおりですので、ご来館の際にはお

気軽にご参加ください。

◎超低温の世界を調べよう

（11:00～11:30・2階休憩コーナーにて）

◎電気の不思議を調べよう

　電気がどのように発見されたのか、どういうものなのか

を実験で探っていきます。

（15:00～15:30・科学実験工房にて）

　

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

不用品活用登録銀行
　市消費者の会では、物を大切に使おうと、不用品のあっせん
をしています。お気軽にご連絡ください。なお、有償での取引
きはご遠慮ください。

ゆずります

ソファー（2人掛け）、コロナ製FF式ストーブ
（床暖房対応）、子ども用マウンテンバイク3台
（中学1年生、小学校高学年、低学年程度のサイズ）

ゆずってください

卓球ラケット（多少古くても可）、
田名部高校女子制服（冬服、Lサイズ）

〈詳しくは〉 

むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）
�22-1111内線 543

 

元
気
で
長
生
き
講
習
会

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

11
月
18
日（
土
）・
午
前
10
時
10
分
〜
午
後
１
時

下
北
文
化
会
館

11
月
24
日（
金
）・
午
前
10
時
10
分
〜
午
後
１
時

市
中
央
公
民
館

〈
ど
ん
な
〉

お
米
を
使
っ
た
料
理
を
つ
く
り
ま
す
。

〈
募
集
人
数
〉20
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
持
参
す
る
も
の
〉エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布

〈
申
込
締
切
〉11
月
13
日（
月
）

〈
申
込
先
〉

む
つ
市
む
つ
食
生
活
改
善
推
進
員
会 

菊
池

�

22

－

３
９
１
６



( 1 2 )

（２００６年・第６３９号）

議 会 だ よ り
第１８９回定例会

む
つ
市
議
会
第
１
８
９
回
定
例
会
が
、
去
る
９
月
５
日
か
ら
９
月

26
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
期
初
日
に
は
、
下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委
員
会
の
中

間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
16
議
案
（
う
ち
議
員
提
出
２
件
）・
４
報
告
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
１
議
案
が
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
他
の
議
案
・
報
告
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
認
定
・

承
認
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
北
駅
前
整
備
促
進

           

特
別
委
員
会
中
間
報
告

　

下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委
員
会
に

付
託
の
事
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過
を

報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
第
186
回
定
例
会
に
お

い
て
付
託
さ
れ
た
下
北
駅
前
整
備
に
関
わ

る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
８
月
８
日
、
助
役
、

収
入
役
ほ
か
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求

め
て
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
企
画
部
長
か
ら
前
回
５
月

12
日
の
現
地
調
査
後
の
状
況
、
そ
し
て

委
員
会
開
催
以
降
の
経
過
と
現
況
に
つ
い

て
、
大
き
な
動
き
と
し
て
は
Ｊ
Ｒ
所
有
地

に
隣
接
す
る
民
有
地
と
市
有
地
の
一
部
を

交
換
す
る
こ
と
を
基
本
的
に
進
め
て
い
た

が
、
現
地
調
査
の
意
見
等
を
踏
ま
え
再
検

討
し
た
結
果
、
交
換
で
な
く
同
じ
財
源
で

交
換
予
定
だ
っ
た
民
有
地
を
買
い
取
っ
て

広
く
す
る
こ
と
で
話
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
と
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
も
、

駅
舎
を
ど
こ
に
す
る
か
な
ど
逐
一
進
め
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
主
な
る
質
疑
、
意
見
等
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
土
地
交
換
か
ら
買
い
取
り
に
変

更
す
る
こ
と
で
面
積
が
広
く
な
り
、
当
初

計
画
と
違
っ
て
く
る
が
、
そ
の
分
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
建
設
部

長
か
ら
駐
車
場
、
駐
輪
場
を
拡
大
し
コ
ス

モ
ス
等
植
栽
の
で
き
る
場
所
も
あ
る
程
度

確
保
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
用
地
測
量
業
務

委
託
が
５
月
31
日
ま
で
の
工
期
で
終
了
し

て
お
り
、
今
回
図
面
等
を
提
出
で
き
な
い

の
は
何
が
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
の

質
疑
に
対
し
、
企
画
部
長
か
ら
地
権
者
と

の
交
渉
の
過
程
に
お
い
て
複
雑
な
事
情
等

が
あ
り
、
あ
く
ま
で
内
部
的
な
事
情
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、助
役
、

建
設
部
長
か
ら
５
月
31
日
で
測
量
業
務
委

託
は
終
わ
り
、
今
年
の
12
月
22
日
ま
で
が

調
査
設
計
委
託
の
工
期
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
県
へ
の
事
業
認
定
の
申
請
、

そ
し
て
税
制
上
の
特
別
措
置
の
適
用
を
お

願
い
す
る
と
の
こ
と
で
、
平
成
19
年
度
に

Ｊ
Ｒ
部
分
を
除
く
用
地
取
得
と
一
部
整
備

事
業
を
開
始
し
、
そ
の
後
Ｊ
Ｒ
部
分
の
用

地
取
得
が
完
了
し
た
段
階
で
全
体
の
工
事

に
着
手
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
複
数
の
委
員
か
ら
下
北
駅
前

の
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
と
し
て
、
将

来
的
に
駅
舎
の
新
築
に
伴
い
駅
名
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
旨
の
意
見
と
、
駅
舎
内
で

の
特
産
物
の
販
売
な
ど
駅
を
起
点
と
し

た
観
光
客
へ
の
対
応
方
に
つ
い
て
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委

員
会
の
中
間
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

各
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
９
月
13
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
２
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
経
過
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
74
号　

青
森
県
消

防
補
償
等
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務

の
変
更
お
よ
び
青
森
県
消
防
補
償
等
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
消

防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
消
防
団

員
等
が
火
事
等
の
出
動
に
よ
り
、
負
傷
、

あ
る
い
は
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
補
償

事
務
等
を
共
同
処
理
す
る
当
該
組
合
の

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の

質
疑
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
75
号　

青
森
県
市
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
一
部
を
変

更
す
る
規
約
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
市

町
村
合
併
に
伴
い
、
当
該
組
合
議
会
議
員

数
を
９
人
か
ら
８
人
に
変
更
し
、
選
挙
区

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
９
区
か
ら
８
区
に

集
約
す
る
た
め
の
改
正
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

　

建
設
常
任
委
員
会

　

建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
１
件
、
報
告
１
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
９
月
13
日
、
代
表
監

査
委
員
お
よ
び
公
営
企
業
局
長
等
の
出

席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案

お
よ
び
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
認
定
お
よ
び
承
認
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し
た

主
な
る
質
疑
、
意
見
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
79
号　

平
成
17
年
度
む

つ
市
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
で
す
。

　

ま
ず
、こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
17
年
度
の
決
算
は
む
つ
、
川
内
、
大

畑
の
３
水
道
事
業
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
収

入
・
支
出
と
業
務
量
等
を
通
年
で
表
示

し
た
合
併
後
初
め
て
の
決
算
で
、
決
算
書

に
お
け
る
川
内
、
大
畑
の
水
道
事
業
の
収

入
・
支
出
と
業
務
量
の
対
前
年
度
比
較
の

項
目
に
お
い
て
は
、
該
当
数
値
が
な
い
も

の
、
あ
る
い
は
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
数

値
で
の
表
示
が
多
く
、
実
質
合
併
初
年

度
の
特
殊
性
が
表
れ
た
決
算
と
な
っ
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
併

せ
て
決
算
書
の
収
益
的
収
入
お
よ
び
支

出
、
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
そ
し
て
水

道
事
業
損
益
計
算
書
の
詳
細
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
決
算
に
つ
い
て
は
、
今
回
か
ら
本
常

任
委
員
会
で
審
査
す
る
こ
と
に
伴
い
委
員

か
ら
監
査
委
員
の
審
査
意
見
書
に
対
し

て
、
水
道
料
金
の
欠
損
処
分
と
未
収
金
の

債
権
保
全
事
務
等
に
つ
い
て
監
査
の
過
程

で
ど
う
い
う
話
を
し
た
の
か
、
ま
た
、
水

道
加
入
金
の
減
少
に
対
す
る
分
析
と
そ
の

要
因
に
つ
い
て
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
の

か
、
そ
し
て
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）管
の
取

り
替
え
に
伴
う
工
事
請
負
業
者
の
石
綿
被

害
に
言
及
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
こ
の
三

点
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
代
表
監
査
委
員
か
ら
、
今

年
度
の
決
算
は
合
併
後
最
初
の
通
年
決

算
で
、
合
併
に
よ
っ
て
財
産
の
引
継
ぎ
な

ど
に
係
る
収
支
額
が
対
前
年
度
比
較
に

お
い
て
も
増
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
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く
、
特
殊
性
を
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
質

疑
の
一
点
目
、
水
道
料
金
の
欠
損
処
分
と

未
収
金
の
債
権
保
全
事
務
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
お
よ
び
判
例
等
に
基
づ
き

事
務
処
理
さ
れ
て
い
る
。
二
点
目
の
水
道

加
入
金
の
減
少
に
対
す
る
分
析
と
そ
の

要
因
に
つ
い
て
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
の

か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
因
は
住
宅
の
新

築
、
改
築
の
軒
数
が
減
少
し
て
い
る
な
ど

の
理
由
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
指
摘

は
し
て
い
な
い
。
三
点
目
の
石
綿
管
の
取

替
え
に
伴
う
工
事
請
負
業
者
の
石
綿
被

害
に
言
及
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
に
つ
い
て

は
、
石
綿
管
の
取
替
え
工
事
は
む
つ
地
区

で
は
平
成
16
年
度
、
川
内
、
大
畑
地
区

は
17
年
度
に
完
了
し
て
お
り
、
現
在
ま

で
工
事
請
負
業
者
が
石
綿
被
害
に
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
な
い
の
で
特
に

言
及
し
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
委
員
か
ら
企
業
会
計
に
関

し
て
は
、
金
銭
的
な
や
り
と
り
だ
け
で
な

く
、
事
業
全
体
の
監
査
と
い
う
面
で
言
及

し
て
い
た
だ
く
の
が
今
後
の
見
通
し
、
状

況
を
判
断
す
る
上
で
大
事
で
あ
る
の
で
考

慮
願
い
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
18
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
金
利

負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

上
水
道
高
料
金
対
策
借
換
債
の
借
り
入

れ
に
当
た
り
、
借
入
申
請
に
急
を
要
し
た

こ
と
か
ら
平
成
18
年
度
む
つ
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
報
告
に
対
し
て
の
質
疑
等
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
７
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経

過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
９
月
13
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
66
号
、
お
よ

び
議
案
第
68
号
か
ら
第
71
号
ま
で
の
５

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
か
ら
異
議
が

あ
っ
た
も
の
の
賛
成
多
数
で
、
他
２
件
の

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し
た
主

な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
66
号　

む
つ
市
地
域
生

活
支
援
事
業
利
用
料
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
規
定
す
る
地
域
生
活

支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
利
用
料

を
徴
収
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
、
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
有
料

の
４
事
業
の
実
施
に
よ
り
ど
れ
く
ら
い
の

利
用
者
負
担
が
見
込
ま
れ
る
の
か
、
ま
た

本
事
業
の
国
の
予
算
は
約
200
億
円
程
度
と

聞
い
て
い
る
が
、
市
へ
の
配
分
額
は
い
く

ら
か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
は
、
利
用
者
負
担
見
込
額
に
つ
い
て
は

15
万
３
千
円
で
あ
り
、市
へ
の
配
分
額
に
つ

い
て
は
、
内
示
に
よ
る
と
７
６
４
万
１
千

円
で
あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
委
員
か
ら
市
独
自
の
軽
減
策
の

必
要
性
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
は
、
利
用
料
に
つ
い
て
は
利
用
者

１
割
負
担
と
い
う
原
則
に
従
っ
た
が
、
本

条
例
第
３
条
で
は
利
用
者
の
負
担
上
限
月

額
を
定
め
て
い
る
、
軽
減
に
つ
い
て
は
こ

の
範
囲
で
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
68
号　

む
つ
市
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
平
成

18
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
92
号
で
告
示

さ
れ
た
診
療
報
酬
の
新
算
定
方
法
が
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
事
業
に
適

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ほ
か
、
知
的
障

害
者
福
祉
法
や
青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
事
業
実
施
要
領
の
一
部
改

正
に
準
じ
て
本
条
例
を
改
正
す
る
と
と
も

に
、
関
連
条
文
等
を
整
備
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
障
害

者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
っ
て
生
ず
る

利
用
者
１
割
負
担
が
本
案
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
は
、
利
用
者
の
自
己
負
担
分
は
本

条
例
で
救
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
、
今
回
の

条
例
改
正
は
診
療
報
酬
の
新
算
定
方
法

の
適
用
等
に
よ
る
条
文
整
備
で
あ
り
、
利

用
者
の
負
担
は
今
ま
で
ど
お
り
変
更
は

な
い
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
69
号　

む
つ
市
乳
幼

児
医
療
費
給
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
青
森

県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事
業
実
施
要

領
や
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
準
じ

て
本
条
例
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
所

要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
本
案

に
よ
っ
て
今
後
予
想
さ
れ
る
負
担
額
は
あ

る
か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
は
、
負
担
に
変
更
は
な
く
、
本
案
は
条

文
の
整
理
で
あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
同
委
員
か
ら
、
本
案
に
関

連
す
る
混
合
診
療
に
つ
い
て
、
保
険
が
適

用
さ
れ
る
部
分
と
適
用
さ
れ
な
い
部
分
が

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
受
け
ら
れ
る
治
療
の

内
容
に
貧
富
の
差
が
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
と
の
認
識
が
あ
る
か
、
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、
そ
の

点
に
つ
い
て
は
日
本
医
師
会
か
ら
同
様
の

指
摘
が
あ
る
、と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
70
号　

む
つ
市
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
被
保
険
者

の
う
ち
70
才
以
上
の
現
役
並
み
所
得
者
の

一
部
負
担
金
の
割
合
を
現
行
の
２
割
か
ら
３

割
に
変
更
し
、
ま
た
健
康
保
険
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
よ
り
被
用
者
保
険
の
出
産
育

児
一
時
金
の
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、

そ
れ
に
準
じ
て
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て

も
同
額
の
35
万
円
ま
で
引
き
上
げ
る
も
の

で
あ
る
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
少
子

化
の
今
、
出
産
育
児
一
時
金
を
政
令
の
額

で
あ
る
35
万
円
に
、
市
と
し
て
上
乗
せ
す

る
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
か
、
ま
た
今
後

考
え
る
予
定
は
あ
る
か
、
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、
国
民
健
康
保

険
と
社
会
保
険
は
均
衡
を
保
つ
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
慣
例
的
な
も
の
を
踏
ま
え
て
同

額
と
し
た
、
ま
た
法
定
の
給
付
に
つ
い
て

は
他
の
保
険
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
、
当
市
で
は
社
会
保
険
と

の
兼
ね
合
い
を
考
え
な
が
ら
、
保
険
者
間

の
ば
ら
つ
き
が
な
い
よ
う
に
政
令
に
準
じ

て
改
正
し
て
き
て
お
り
、
県
内
他
市
の
状

況
も
同
様
に
35
万
円
に
す
る
と
い
う
動

き
で
あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
、
本
案
の
改
正
に

よ
り
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
70
才
以
上

の
方
に
つ
い
て
負
担
割
合
が
引
き
上
げ
に

な
っ
て
い
る
が
、
本
市
と
し
て
こ
の
負
担

割
合
を
軽
減
す
る
と
い
う
検
討
は
行
な
っ

た
か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
は
、
軽
減
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
、と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
他
の
委
員
か
ら
、
本
市
で
は
負

担
割
合
引
き
上
げ
と
な
る
対
象
者
数
は

90
人
と
の
こ
と
だ
が
、
現
役
並
み
所
得
以

下
の
国
保
の
方
は
何
人
か
、
と
の
質
疑
が
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あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、
そ
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
70
才
か
ら
74
才
の
前
期
高

齢
者
の
数
は
２
千
１
７
５
人
で
あ
る
、
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
71
号　

む
つ
市
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
平

成
18
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
92
号
で
告

示
さ
れ
た
診
療
報
酬
の
新
算
定
方
法
が
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
事
業
に

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ほ
か
、
青
森

県
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

実
施
要
領
や
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正

に
準
じ
て
本
条
例
を
改
正
す
る
と
と
も

に
、
関
連
条
文
等
を
整
備
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
重
度

心
身
障
害
者
の
人
数
に
関
す
る
質
疑
が

あ
り
、
該
当
者
数
は
計
1
千
８
３
７
人
で

あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
77
号　

平
成
18
年
度

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
今
回

の
補
正
は
、
４
億
4
千
６
３
２
万
5
千

円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
主
な
補
正
項
目

と
し
て
は
、
県
内
の
市
町
村
国
保
間
の
財

政
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
な
ど
か
ら
30

万
円
を
超
え
た
医
療
費
に
つ
い
て
保
険
財

政
共
同
安
定
化
事
業
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
国
保
連
へ
の
拠
出
金
と
し
て

３
億
7
千
６
１
１
万
1
千
円
を
計
上
し

た
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
、
委
員
か
ら
、
保
険

財
政
共
同
安
定
化
事
業
に
つ
い
て
、
こ
の

事
業
は
全
国
的
に
県
単
位
で
実
施
す
る

の
か
、
ま
た
今
後
も
同
様
に
、
３
億
円
以

上
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、
こ
れ
は

全
国
的
な
事
業
で
あ
る
、
ま
た
当
該
拠

出
金
に
つ
い
て
は
今
後
も
同
程
度
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
こ
れ
に
見
合
っ
た
交
付
金

も
市
に
入
っ
て
く
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
78
号　

平
成
18
年
度

む
つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
本
案

は
、
平
成
17
年
度
の
介
護
給
付
費
負
担

金
等
の
精
算
に
係
る
、国
、県
、支
払
基
金
、

お
よ
び
一
般
会
計
へ
の
返
還
金
が
生
じ
た

こ
と
か
ら
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質

疑
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議　

案

▼
む
つ
市
地
域
生
活
支
援
事
業
利
用
料

条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
で
定
め
る
地

域
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、

利
用
料
に
つ
い
て
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
分
庁
舎
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

脇
野
沢
庁
舎
の
建
設
に
伴
い
、
本
年

９
月
19
日
を
も
っ
て
新
庁
舎
に
移
転
す

る
た
め
、
同
庁
舎
の
位
置
お
よ
び
掲
示

場
の
所
在
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業
実
施
要
領
の
一
部
改
正
に

準
じ
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
の
算
定
に
国
で
定
め
た
診
療
報
酬

の
算
定
方
法
を
適
用
す
る
ほ
か
所
要

の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

現
役
並
所
得
の
あ
る
70
才
以
上
の

被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
給
付
に

係
る
一
部
負
担
金
の
割
合
を
国
民
健

康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
10
分
の

３
に
引
き
上
げ
、
出
産
育
児
一
時
金
に

つ
い
て
は
健
康
保
険
法
施
行
令
の
予

定
さ
れ
る
改
正
に
準
じ
て
35
万
円
に

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
条
文
整
備

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

青
森
県
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
事
業
実
施
要
領
の
一
部
改
正
に
準

じ
て
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
支

給
額
の
算
定
に
国
で
定
め
た
診
療
報
酬

の
算
定
方
法
を
適
用
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
教
育
委
員
会
の
委
員
に
任
命

す
る
者
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

11
月
19
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
む
つ
市
教
育
委
員
会
委
員
に
山
本
文

三
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す

る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
人
権
擁
護
委
員
に
大
山
俊
道
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
意

見
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
の
共
同
処

理
す
る
事
務
の
変
更
お
よ
び
青
森

県
消
防
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
規
約
を
変

更
す
る
た
め
の
も
の

▼
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に

つ
い
て

　

合
併
等
に
伴
い
、
青
森
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
議
会
議
員
の
選

出
区
域
お
よ
び
定
数
を
変
更
す
る
た

め
の
も
の

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
9
千
２
９
６
万
１
千
円
の
増
額
補
正

で
修
正
可
決
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
４
億
４
千
６
３
２
万
５
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
２
千
８
０
３
万
７
千
円

の
増
額
補
正
）

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計

決
算

収
益
的
収
入（
税
込
み
）

15
億
９
千
６
６
７
万
２
千
７
１
２
円

収
益
的
収
入（
税
抜
き
）

15
億
２
千
６
２
１
万
８
千
７
３
５
円

収
益
的
支
出（
税
込
み
）

15
億
２
千
１
７
５
万
１
１
２
円

収
益
的
支
出（
税
抜
き
）

14
億
６
千
９
７
７
万
７
千
２
５
３
円

◎
当
年
度
純
利
益 ５

千
６
４
４
万
１
千
４
８
２
円

資
本
的
収
入６

億
４
千
７
９
万
６
千
８
０
０
円

資
本
的
支
出

10
億
９
千
１
９
１
万
７
５
円

不
足
額
４
億
５
千
１
１
１
万
３
千
２
７
５
円
は
、

次
の
資
金
で
補
て
ん
し
た
。

当
年
度
分
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

１
千
８
１
３
万
５
千
４
９
８
円

建
設
改
良
積
立
金

８
８
０
万
６
千
５
７
８
円

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

４
億
１
千
４
９
７
万
４
千
２
２
７
円

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

９
１
９
万
６
千
９
７
２
円

報　

告

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
去
る
５
月
19
日
む
つ

市
大
平
町
地
内
の
国
道
に
お
い
て
発
生
し
た

自
動
車
事
故
の
物
損
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い

て
、和
解
し
、損
害
賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の
）
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▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
資
本
的
収
入
４
４
０
万
円
、

資
本
的
支
出
４
４
７
万
円
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
２
千
５
０
６
万
円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
報
告
第
17
号
で
報

告
し
た
同
自
動
車
事
故
の
人
身
に
関
わ
る
部

分
に
つ
い
て
、
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
た
も
の
）

議
員
提
出
議
案

▼
ミ
サ
イ
ル
艇
の
機
関
砲
誤
射
事
故
に

対
す
る
原
因
究
明
と
再
発
防
止
を

求
め
る
決
議

▼
青
森
県
立
下
北
少
年
自
然
の
家
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書

一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
９
月
20
日
、
21
日
、

22
日
の
３
日
間
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
澤　

藤　

一　

雄

▼
核
燃
中
間
貯
蔵
に
つ
い
て 

 

・
交
付
金
等
の
使
途
に
つ
い
て

▼
野
生
動
物
の
被
害
対
策

 

・
棲
息
状
況
の
調
査
に
つ
い
て

 

・
捕
獲
機
材
の
確
保

 

・
資
格
者
の
育
成
・
確
保

 

・
補
償
制
度
の
創
設

◎
東　
　

健　

而

▼
格
差
社
会
の
拡
大
と
本
市
の
現
状
と

対
応
に
つ
い
て 

 

・
格
差
拡
大
の
認
識
に
つ
い
て

 

・
格
差
拡
大
の
弊
害
と
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

 

・
所
得
と
生
活
格
差
に
つ
い
て

 

・
教
育
格
差
の
広
が
り
に
つ
い
て

 

・
地
域
格
差
の
広
が
り
と
対
策
に
つ
い
て

▼
認
定
農
業
者
制
度
と
自
立
促
進
計
画

に
つ
い
て

 

・
補
助
金
の
割
合
と
農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

 
・
鳥
獣
被
害
に
よ
る
抜
本
的
な
対
策
に
つ
い
て

 
・
認
定
農
業
者
制
度
の
条
件
に
つ
い
て

 

・
収
穫
の
最
低
保
証
に
つ
い
て

 

・
制
度
に
対
す
る
希
望
者
へ
の
説
明
に
つ
い
て

 

・
農
業
従
事
者
の
組
織
化
と
耕
作
面
積

拡
大
対
策
に
つ
い
て

 

・
農
業
再
生
に
つ
い
て

◎
大　

澤　

敬　

作

▼
漁
業
問
題
に
つ
い
て 

 

・
川
内
の
ナ
マ
コ
養
殖
の
取
組
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
に
つ
い
て

 

・
保
険
料
の
増
額
に
つ
い
て

▼
交
通
安
全
に
つ
い
て

 

・
国
道
338
号
の
大
湊
駅
前
周
辺
に
お
け
る

カ
ー
ブ
の
見
通
し
改
善
に
つ
い
て

▼
雇
用
対
策
に
つ
い
て

 

・
仕
事
が
な
い
こ
と
に
よ
る
犯
罪
が
絶
え

な
い
、
仕
事
を
ふ
や
す
施
策
方
を
問
う

◎
目　

時　

睦　

男

▼
観
光
産
業
の
振
興
に
つ
い
て 

 

・
下
北
半
島
一
体
の
観
光
振
興
体
制
の
構

築
に
つ
い
て

 

・
薬
研
温
泉
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

①
観
光
と
し
て
の「
森
林
鉄
道
」の
復
活
を

②
ヒ
バ
施
業
実
験
林
の
観
光
利
用
に
つ
い
て

③『
牛
湯
祭
り
』の
振
興
に
つ
い
て

◎
斉　

藤　

孝　

昭

▼
財
政
健
全
度
を
示
す
新
指
標
に
つ
い
て

 

・
起
債
許
可
団
体
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

 

・
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
早
期
策

定
を
求
め
る

▼
が
ん
対
策
基
本
法
に
つ
い
て

 

・
が
ん
対
策
推
進
計
画
を
策
定
す
る
考
え

は
な
い
か

 

・
が
ん
対
策
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か（
受
診
率
な
ど
）

◎
鎌　

田　

ち
よ
子

▼
強
い
農
業
づ
く
り
に
つ
い
て 
 

・
地
域
に
即
し
た
力
あ
る
農
業
、
魅
力
あ

る
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

 

・
後
継
者
、
担
い
手
育
成
に
つ
い
て

 

・
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
の
育

成
に
つ
い
て

▼
食
育
に
つ
い
て 

 

・
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

▼
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て 

 
・
認
可
外
保
育
施
設
支
援
に
つ
い
て

 
・
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

◎
冨　

岡　

幸　

夫

▼
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
及
び
選
挙
公

約
の
検
証
に
つ
い
て

 

・
計
画
遂
行
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
政
策
決

定
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

 

・
国
の
政
策
と
地
方
の
現
状
に
お
い
て
拡
大

し
て
い
る
格
差
是
正
の
政
策
に
つ
い
て

▼
観
光
行
政（
国
際
観
光
立
市
）に
つ
い
て

 

・
合
併
後
の
観
光
行
政
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

 

・
下
北
半
島
の
特
産
物
お
よ
び
地
域
固
有

の
観
光
資
源
の
活
か
し
方
に
つ
い
て

 

・
近
未
来
を
捉
え
て
国
際
観
光
都
市
宣

言
を
す
べ
き
と
思
う
が

◎
佐
々
木　

隆　

徳

▼
水
産
行
政
に
つ
い
て

 

・
ホ
タ
テ
貝
殻
の
リ
サ
イ
ク
ル
利
活
用
促

進
に
つ
い
て

 

・
む
つ
湾
掃
海
訓
練
の
来
年
度
以
降
の
実

施
見
通
し
に
つ
い
て

▼
直
営
事
業
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

 

・
脇
野
沢
小
学
校
、
中
学
校
の
通
学
バ
ス

の
民
間
委
託
見
通
し
に
つ
い
て

◎
堺　
　
　

孝　

悦

▼
杉
山
市
政
の
検
証

 

・
合
併
時
の
合
意
事
項
と
合
併
後
の
杉

山
市
政
を
比
較
し
、
住
民
に
と
り
合

併
後
の
市
政
は
、
合
併
前
に
予
想
し

た
市
政
か
、
一
年
経
過
し
た
今
日
、
検

証
を
要
す

▼
海
洋
研
究
都
市
と
は
、
具
体
的
に
説

明
せ
よ

 

・
平
成
11
年
の
杉
山
市
政
の
柱
と
な
る
べ

き
計
画
は
、
今
日
ま
で
単
に
参
考
資
料

の
み
で
何
の
具
体
性
も
な
く
、
今
後
ど

の
よ
う
な
方
策
で
進
め
る
の
か
示
せ

▼
合
併
後
の
行
財
政
改
革
の
現
況
に
つ

い
て

 

・
合
併
は
行
財
政
改
革
を
も
っ
て
、
財
政

基
盤
を
健
全
化
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、

現
在
の
む
つ
市
財
政
は
赤
字
再
建
団

体
転
落
の
危
険
が
大
で
あ
り
、
市
長

の
行
財
政
改
革
に
対
す
る
具
体
的
施

策
を
示
せ

◎
横　

垣　

成　

年

▼
下
北
駅
周
辺
の
交
通
問
題
に
つ
い
て

 

・
下
北
駅
整
備
に
合
わ
せ
た
道
路
お
よ
び

信
号
機
の
改
善
・
改
修
に
つ
い
て

▼
水
道
料
金
徴
収
に
つ
い
て

 

・
徴
収
の
外
部
委
託
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

▼
２
０
０
７
年
度
全
国
学
力
テ
ス
ト
に

つ
い
て

 

・
同
テ
ス
ト
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
政
に
つ
い
て

 

・
年
間
所
得
200
万
円
以
下
世
帯
の
多
い

当
市
の
市
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◎
柴　

田　

峯　

生

▼
新
保
育
再
編
計
画
と
市
の
支
援
策
に

つ
い
て

 

・
保
育
所
お
よ
び
幼
稚
園
の
現
状
に
つ
い
て

 

・
保
育
の
将
来
方
向
に
つ
い
て

 

・
施
策
の
方
向
と
財
政
改
革
の
流
れ
や
支

援
体
制
等
に
つ
い
て

 

・
幼
稚
園
と
保
育
所
の
両
施
設
の
一
元
化

お
よ
び
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

 

・
特
別
保
育
事
業
の
具
体
的
な
事
業
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

▼
下
北
少
年
自
然
の
家
の
存
続
に
つ
い
て

 

・
青
森
県
立
施
設
と
し
て
の
廃
止
問
題
に

対
す
る
市
民
・
青
少
年
関
連
団
体
の

動
向
に
つ
い
て

 

・
青
森
県
知
事
か
ら
市
長
に
対
す
る
活
用

計
画
要
望
の
提
出
要
請
文
書
に
つ
い
て

◎
工　

藤　

孝　

夫

▼
自
然
環
境
に
つ
い
て

 

・
川
内
川
支
流
既
設
堰
堤
へ
の
魚
道
整
備

に
つ
い
て

▼
医
療
費
給
付
事
業
に
つ
い
て

 

・
乳
幼
児
医
療
費
の
受
領
委
任
払
い
（
現

物
給
付
）に
つ
い
て

▼
保
育
行
政
に
つ
い
て

 

・
保
育
所
の
再
編
成
計
画
に
つ
い
て
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詳しくは市立図書館へ

�28-3500

  28-3400

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・
元 禄 妖 犬 伝

三 年 坂 　 火 の 夢

月 へ の 梯 子

伯 林 蝋 人 形 館

筑 波 根 物 語

三 国 志 　 第 ４ 巻

名 も な き 毒

き

彩 雲 国 物 語 　 ９

N O . ６ 　 ＃ ５

ハ ー フ

ホ ン マ に 運 命？ 2

政治参加で未来をまもろう

天 然 水 の ひ み つ

ト イ レ の ひ み つ

料 理 の 仕 事 が し た い

まんがでわかる昆虫・小動物の飼い方

ポケモンをさがせ！ゆうえんちはおおさわぎ

あ か い セ ミ

デ モ ナ ー タ　 ３ 幕

い に し へ 写 真 館

会 津 武 士 道

青い森の自然派レストラン

龍 の 伝 言

へ ん だ ら、 ま ん つ

つ れ づ れ に Ⅱ

獏　 不 次 男

早 瀬 　 乱

樋 口 有 介

皆 川 博 子

水 上 　 勉

宮 城 谷　 昌　 光

宮　 部　 み ゆ き

雪 乃 紗 衣

あさの　あつこ

草 野 た き

令　 丈　 ヒ ロ 子

首 藤 信 彦

田 中 久 志

ひ　 ろ　 ゆ う こ

辻 　 芳 樹

よ　 だ　 ひ で き

相 原 和 典

福 田 岩 緒

Ｄａｒｒｅｎ　Ｓｈａｎ

井 上 精 三

星 　 亮 一

フィーラーステーション

澤 田 繁 親

佐　 藤　 政 五 郎

山 谷 仁 史

病気になりたくなかったら「急がない」「怒らない」

決定版やせる！裏ワザ知得（しっとく）メモ555

腰 痛 ス ッ キ リ ！

プチメゾンのちいさな暮らし

Ｍ ａ ｍ ｍ ａ と も さ か

赤 ち ゃ ん 教 育

働くママ＆パパの子育て110の知恵

基本からよーくわかるガーデニングワーク

ベ リ ー ハ ン ド ブ ッ ク

常識として知っておきたい日本の絵画 50

ミュージシャンになるには

黒 沢 明 ｖｓ．ハ リ ウ ッ ド

すぐにできる！セルフテーピング

八 月 の 路 上 に 捨 て る

配 達 あ か ず き ん

ひ な の こ ろ

第 六 の 大 罪

僕 は、 こ こ に い ま す

町 医 北 村 宗 哲

夜 の ジ ン フ ァ ン デ ル

求 愛

Ｕ Ｆ Ｏ 大 通 り

だいにっほん、おんたこめいわく史

底 な し 沼

空 白 の 叫 び　 上・ 下

風 の 墓 碑 銘（ エ ピ タ フ ）

斎 藤 茂 太

主 婦 の 友 社

み　 の　 も ん た

で が わ　 な　 お

ともさか　りえ

野 崎 　 歓

保育園を考える親の会

三　 橋　 理 恵 子

木 原 　 浩

佐 藤 晃 子

木　 村　 由 香 里

田 草 川　 弘

吉 本 完 明

伊　 藤　 た か み

大 崎 　 梢

粕 谷 知 世

栗 本 　 薫

児　 玉　 ヒ ロ キ

佐 藤 雅 美

篠 田 節 子

柴　 田　 よ し き

島 田 荘 司

笙 野 頼 子

新 堂 冬 樹

貫 井 徳 郎

乃 南 ア サ

と っ さ の 機 転

世 界 の 日 本 人 ジ ョ ー ク 集

ブ タ の ふ と こ ろ

戦 争 廃 墟

殿 様 の 通 信 簿

女 帝 わ が 名 は 則 天 武 后

なぜ偉人たちは教科書から消えたのか

吉 田 松 陰 名 語 録

公務員の仕事となり方ガイド

小泉首相が死んでも本当の事を言わない理由　上・下

ウ ェ ブ 進 化 論

グ ー グ ル 完 全 活 用 本

下 流 喰 い

女 は 見 た 目 が 10 割

児 童 虐 待

ア ク セ サ リ ー ク ロ ッ シ ェ

かわいいプチビーズＢＯＯＫ

手 作 り Ｅ Ｃ Ｏ バ ッ グ

布で楽しむメッシュワーク

買 え な い 味

悪 女 の 美 食 術

女 性 の う つ 病 の 治 し 方

予 防 接 種 へ 行 く 前 に

逢 沢 　 明

早 坂 　 隆

小 泉 吉 宏

石 本 　 肇

磯 田 道 史

山 　 颯

河 合 　 敦

川 口 雅 昭

自 由 国 民 社

浅 井 　 隆

梅 田 望 夫

創 芸 舎

須　 田　 慎 一 郎

鈴　 木　 由 加 里

川　 崎　 二 三 彦

岩 切 恵 実

せ　 い　 か ず こ

ブ テ ィ ッ ク 社

前 田 澄 子

平 松 洋 子

福 田 和 也

税 所 　 弘

ワクチントーク全国

11月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

� � � 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 � �

は休館日です。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � 　『歩みの記録
　　　／青森県退職校長会下北支部』
　青森県退職校長会下北支部が発足20周年記念誌「歩みの記録」を６月に発
行しました。
　会の記録には懐かしい先生の名前や写真が掲載されています。また、下
北郡内の小中学校のうち、閉校となった学校の記録と、それぞれに勤務経
験のある先生方の思い出が語られています。個々の学校による閉校記念誌
とはまた違った味わいの記念誌となっています。

�

郷土の本
＆

話題の本

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

【 図書・評論・心理学 】

【  歴 史 ・ 紀 行  】

【  社 会 ・ 教 育  】

【  手 芸 ・ 料 理  】

【  健 康 ・ 生 活  】

【 芸術・スポーツ 】

【  文 　 　 　 学  】

【 ティーンズ・ブック】

【 児童よみもの 】

【  郷 土 資 料  】
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春 夏 秋 冬
短　歌

そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
重
ね
て
集
い
お
り
退
任
七
十
路
友
は
清す
が

や
か相　

馬　

佐
和
子

祖
父
は
る
か
物
を
作
ら
ぬ
商
人
は
儲
け
す
ぎ
て
は
な
ら
ぬ
と
言
い
き

高　

橋　

ま
り
子

夕
焼
け
が
も
み
じ
の
色
を
照
ら
し
だ
し
秋
の
衣
は
自
制
の
心

舩　

木　

和　

寿

母
と
妻
二
代
の
味
に
養
は
れ
昭
和
一
け
た
好
き
嫌
ひ
な
し

相　

良　
　
　

茂

俳　句

釜

臥

を

身

軽

に

背

負

ふ

案

山

子

翁

田　

持　

昭　

吉

梵

鐘

に

帰

宅

急

く

児

等

秋

は

じ

め

加　

藤　

孝　

子

ち

ち

母

の

か

お

り

は

何

処

秋

彼

岸

太　

田　

嶺　

伸

工

房

の

ガ

ラ

ス

の

炎

鰯

雲

雪　

田　

一　

石

秋

晴

れ

や

稜

線

く

っ

き

り

古

里

の

峰

相　

馬　

楓　

子

釣

り

上

げ

し

鰯

の

弾

く

空

の

青

菊　

池　

千　

州

銭

湯

の

天

窓

修

理

秋

晴

る

る

山　

田　

一　

良

秋

晴

の

河

原

に

豚

汁

囲

み

を

り

立　

花　

恵　

子

川　柳

茜

空

明

日

も

き

っ

と

生

き

て

ま

す

出　

崎　

陽　

子

遠

雷

を

聞

く

紫

陽

花

の

青

深

く

石　

倉　

岳　

人

む
つ
市
の
遺
跡
探
訪
（
48
）

〜

九

艘

泊

岩

陰

遺

跡

〜
　

　

　

　

日
本
考
古
学
協
会
会
員
・
む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員　

橘　
　
　

善　

光

　

下
北
半
島
の
最
南
西
端
、
脇
野
沢
地

区
九
艘
泊
に
あ
る
九
艘
泊
岩
陰
遺
跡

は
、
古
代
の
遺
物
が
出
土
し
た
遺
跡
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
は
岩
陰
内
部
に
あ
っ
て
、
弥
生

時
代
末
期
の
土
器
で
細
口
の
壺
が
出
土

し
た
ほ
か
、
南
東
北
地
方
の
『
十
五
台

式
系
土
器
』や
北
海
道
系
の『
江
別
式
土

器
』が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
江
別
式
土
器
は
甕
（
か
め
）が
主

体
で
、
口
縁
上
端
に
内
か
ら
外
に
突

き
だ
し
た
突
瘤
形
の
も
の
が
多
い
よ
う

で
、
北
海
道
が
主
体
で
す
が
、
弥
生
時

代
末
期
に
は
、
渡
島
半
島
や
東
北
北
部

ま
で
遺
跡
が
み
ら
れ
ま
す
。

九艘泊岩陰遺跡九艘泊岩陰遺跡

　
『
手
話
』は
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。
あ
な
た

も
『
目
で
見
る
言
葉
』で
あ
る
手
話
を
学

ん
で
、
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
と
心
の
交

流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉11
月
８
日（
水
）・
９
日（
木
）・

16
日（
木
）・
30
日（
木
）

12
月
７
日（
木
）・
14
日（
木
）・

21
日（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

※
受
付
は
午
後
6
時
か
ら
と
な
り
ま
す

手
話
講
習
会
の
お
知
ら
せ

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
手
話
点
字
室

〈
受
講
料
〉無
料

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
１
、２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

〈
申
込
方
法
〉

　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
で
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
ろ
う
あ
協
会
事
務
局
・
杉
山

22

－

９
６
２
０

市
介
護
福
祉
課
障
害
福
祉
係
・
大
見

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
５
４
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（２００６年・第６３９号）

～いつでも・どこでも・だれでも～～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり生涯学習のまちづくり
生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで

生涯学習課生涯学習課 ��22-1111内線 73222-1111内線 732 中央公民館中央公民館 ��24-122424-1224

保健体育課保健体育課 ��22-1111内線 74222-1111内線 742 川内公民館川内公民館 ��42-311342-3113

市立図書館市立図書館 ��28-3500　　　　28-3500　　　　 大畑公民館大畑公民館 ��34-232134-2321

脇野沢公民館脇野沢公民館 ��44-211044-2110

イ ベ ン ト 情 報
イ ベ ン ト 開催地 期　日 お問い合わせ 電話番号

弘 前 城 菊 と 紅 葉 ま つ り 弘 前 市 ～ 11 月 5 日 弘前市立観光館 0172 -37 -5501

中野もみじ山ライトアップ 黒 石 市 ～ 11 月 8 日 黒 石 市 役 所 0172 -52 - 2111

開館20周年記念特別展『京の四季』展 八 戸 市 ～11月 19日 八 戸 市 美 術 館 0178 -45 -8338

没後二十年展『石坂洋次郎』 青 森 市 ～11月 19日 県 近 代 文 学 館 017 -739 -2575

県立美術館『縄文と現代』 青 森 市 ～12月 10日 縄文と現代実行委員会 017 -783 -5242

『二十歳の 17文字

メッセージ募集！』

　

平
成
19
年
む
つ
市
成
人
式
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
む
つ
市
に
住
所
が
あ
る
方
に
は
、
10
月
初
め
に
案
内
状
を
送
付
し

て
お
り
ま
す
が
、
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
式
典
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　

〈
い　

つ
〉平
成
19
年
１
月
７
日（
日
）・
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　
　

〈
該
当
者
〉昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

成
人
式
開
催
の
お
し
ら
せ

　

成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
、二
十
歳
の
抱
負・
夢
・
家
族
や
友
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
17
文
字
に
託
し
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

　

案
内
状
の
返
信
面
に
あ
る
17
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
欄
へ
記
入
の
う
え
、
11
月
10
日

ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
な
お
、
締
切
り
を
過
ぎ
た
場
合
は
掲
載
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
む
つ
市
成
人
式（
平
成
18
年
１
月
８
日
開
催
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
掲
載
の
17
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。（
氏
名
省
略
）

 

・ 

今
日
か
ら
は　

何
事
も
責
任
重
大　

大
人
だ
し

 

・ 

い
つ
ま
で
も　

こ
ん
な
わ
た
し
と　

と
も
だ
ち
で

 

・ 

ゆ
め
の
た
め　

は
た
ら
き
ま
す
よ　

こ
れ
か
ら
も
 

・ 

こ
の
二
十
年　

親
父
に
感
謝　

あ
り
が
と
う

 

・ 

い
つ
か
来
る　

二
十
歳
の
朝　

自
立
の
時

 

・ 

す
ば
ら
し
い　

出
会
い
と
別
れ
に　

感
謝
す
る

二
十
歳
の
17
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す

〈
問
合
せ
先
〉

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

22 

－

１
１
１
１
内
線
７
３
２

川
内
庁
舎
教
育
課

�

42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
教
育
課

�

34

－

２
３
２
１

脇
野
沢
庁
舎
教
育
課�

44

－

２
１
１
０

人
権
学
習
会
『
ち
が
い
を
豊
か
さ
に
！
』

第
２
回
開
催
の
お
し
ら
せ

　

昨
年
度
３
回
に
わ
た
り
、『
ち
が
い
を

豊
か
さ
に
！
』と
い
う
テ
ー
マ
で
、
青
森

県
人
権
推
進
事
業
モ
デ
ル
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
理
屈
で
は
な
く
実
感
で
き
る

講
座
を
め
ざ
し
、
参
加
体
験
型
学
習（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）を
と
お
し
て
、
権
利
や
障
害
、

『
他
人
と
違
っ
て
こ
そ
お
も
し
ろ
い
』こ
と

な
ど
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験
し
ま
し
た
。

　

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
本
当
に
楽
し
い
講
座
で
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉11
月
26
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
ど
ん
な
〉

　
『
遊
び
』を
通
し
て『
子
ど
も
の
権
利
』に
気
づ
こ
う

〈
講
師
〉

表
現
活
動
ク
リ
エ
ー
タ
ー 

北
島 

尚
志 

氏

※
遊
び
あ
い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、『
子
ど
も
と
大
人

の
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
』
に
つ
い
て
楽
し
く
講
演
し
ま
す
。

〈
定
員
〉40
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
下
北
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
ろ
ば

�

23

－

７
８
４
４

〈
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

　
11
月
の
『
子
育
て
サ
ロ
ン
』開
催
日
は
10

日（
金
）、
24
日（
金
）で
す
。
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
０
９
０

－

２
９
８
１

－

７
９
６
２
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（２００６年・第６３９号）

むつ市民大学からのお知らせ
　本紙5月10日号でお知らせしておりました現地研修『下北の碑は

語る～北通り方面の碑～』を次のとおり実施します。

【基本コース】
〈い　つ〉11月16日（木）・午前9時～午後4時 30分

〈どこで〉下北半島北通り方面

〈どんな〉『下北の碑は語る』シリーズ第2弾

～北通り 津軽海峡をのぞむ碑 (歌碑・記念碑 ) 探訪の旅～

〈案内役〉前むつ市文化財審議委員 澤田 光夫 氏

〈コース〉

市中央公民館～川内地区野平（留魂の碑）～大間町（まぐろの碑・本州

最北端の碑・豊国丸供養塔・啄木の歌碑）、（大町桂月の歌碑）、おお

ま温泉海峡保養センター（昼食）～風間浦村（井上靖文学碑・新島襄寄

港記念碑・鉄橋アーチ橋）～大畑地区（鮪大漁記念碑）～市中央公民館

〈定　員〉40名

〈送迎バス〉

　参加される方のために中央公民館からバスがでます（午前９時集

合、全員がそろい次第出発します）。バスの定員がありますので、定員に

なり次第締め切ります。従来の基本コースをお申し込みの方も改

めて申し込みが必要です。

〈その他〉

・昼食は各自負担になります。また、昼食会場に予定している『お

おま温泉』も、入館料370円の負担となります。

・途中乗車はできませんのでご注意ください。

・当日の天候により、雨具のご準備をお願いします。

〈受付開始〉11月 6日（月）・午前8時 30分～

　　　　　 中央公民館へ電話または直接お申し込みください。

【ゼミナール】
　脇野沢地区の『実用筆ペン』についてのお知

らせです。

〈い　つ〉11月 22日（水）・29日（水）

いずれも午後6時 30分～８時30分

〈どこで〉市脇野沢公民館集会室

〈どんな〉筆ペンによる実用書道

〈講　師〉山本 信哉 氏

〈定　員〉15名

〈受付開始〉11月 7日（火）・午前8時 30分～

　市脇野沢公民館へ電話または直接お申し
込みください。

公民館からのお知らせ
中央公民館 �24-1224
脇野沢公民館�44-2110

　

来
年
、
第
20
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
青
森
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

む
つ
市
で
は
、
し
も
き
た
克
雪
ド
ー

ム
を
主
会
場
に
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
２
種
目
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、
平

成
18
年
度
青
森
県
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
選
手

権
大
会
が
し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

来
年
全
国
か
ら
参
加
す
る
選
手
と

の
交
流
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
こ
の
機

会
に
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
競
技
を
観
戦
し
た

り
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

平
成
18
年
度
青
森
県
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
選
手
権
大
会
兼

第
20
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

〈
い
つ
〉11
月
５
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
ど
ん
な
〉

 

・
平
成
18
年
度
青
森
県

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
選
手
権
大
会

 

・
第
１
回
青
森
県
ド
ッ
ジ
ビ
ー
大
会

 

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

〈
参
加
費
〉

　

大
会
観
戦
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
無
料
で
す
。

〈
準
備
す
る
も
の
〉

ド
ー
ム
内
は
上
履
き
が
必
要
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

青
森
県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会

�

22

－

６
９
１
２

市
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課

�

22 

－

１
１
１
１
内
線
７
４
２
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（２００６年・第６３９号）

フォーラム【シネマｄｅ下北】開催
　国は、映画の制作や上映が文化活動であるとともに産業活動と受け止め、『文

化芸術振興基本法』を制定しました。

　そこで、映像文化の集積と定着をめざし、この地域が持つ個性と可能性を探

るために、昨年むつ市で撮影された映画『青いうた』の上映とパネルディスカッ

ションを開催します。

〈い　つ〉11月 7日（火）

〈どこで〉 下北文化会館大ホール

〈どんな〉 ○午後0時 30分～映画『青いうた』上映（１回目）

○午後2時 40分～パネルディスカッション

　　　　　　テーマ…『下北を映画で元気に！』

　　　　　　パネラー… 俳優 石濱 朗 氏ほか
　　　　　　　　　    ※ 石濱 朗 氏の代表作…「伊豆の踊子（1954年）」

　　　　　　　　　    　 　　　　　　　　　　「水戸黄門（初代助さん役）」

○午後４時30分～映画『青いうた』上映（２回目）

〈入場料〉 無料

　  〈詳しくは〉

下北フィルムコミッション（むつ青年会議所内）

�22-4360

まちづくり倶楽部から『クイズラリー』結果のお知らせ
　9月 24日は、晴天の中クイズで海と坂道と北前船の歴史の残る大湊を

紹介することができました。また、同時に『フリーマーケット』や『海鮮カ

フェ』で買い物も楽しんでいただきました。多くの参加者のみなさん、大

湊商店街のみなさん、ご協力ありがとうございました。

　クイズラリーの結果、成績優秀者は次の方で、キーワードは『元気な街に』

が正解でした。

○100点…小松昭三さん

○  95点…柳谷明彦さん、柳谷志穂さん、尾本光顕さん

　90点～70点の方は85名いました。

　なお、成績優秀者のほか、前売り抽選券の参加者の方には、抽選で大

湊商店街のみなさんから豪華賞品が進呈されました。

　次は『（仮称）ぼくらの雪まつり』で元気にお会いしましょう。

フリーマーケット開催
　家で眠っている古着や雑貨、手作り品、畑でとれた野菜等必要とする方

に安く譲ってみませんか？

〈い　つ〉11月12日（日）・午前10時～午後３時

〈どこで〉 トム・スポーツクラブアリーナ

〈出店料〉１区画1,000円

〈詳しくは〉

まちづくり倶楽部《トム・スポーツクラブ》

�24-4898  29-1860

�ogenki-club.com
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（２００６年・第６３９号）

下北文化会館・大ホール11月の催し物案内
�　3 日 （祝）13:00 ～ 16:00 ・4 日 （土）14:30 ～ 16:30

　5 日 （日）10:30 ～ 20:00 ………………………………………… 《入場無料》

 第 37 回『むつ市民文化祭』
�　7 日 （火）12:30 ～ 18:30 ………………………………………… 《入場無料》

 フォーラム 『シネマと地域づくり』
�11 日 （土） 19:30 ～ 21:00・12 日 （日）12:00 ～ 20:00 ……… 《入場無料》

 第 37 回『むつ市民文化祭』
�17 日 （金）18:15 ～ 20:15 ………………………………………… 《入場無料》

 菊池ピアノ教室発表会
�18 日 （土）18:30 ～ 20:30 ………………………………………… 《入場無料》

 第 38 回『ウェンズデーコーラス定期演奏会』

�19 日 （日）10:30 ～ 12:00 ………………………………………… 《入場無料》

 幼稚園 4園合同音楽発表会
�19 日 （日）18:00 ～ 19:30 ………………………………………… 《入場無料》

 保坂季美枝バレエスタジオ発表会
�22 日 （水） 9:30 ～ 15:20 ………………………………………… 《入場無料》

 第 42 回『むつ市小学校音楽祭』
�23 日 （祝）10:00 ～ 11:30 ………………………………………… 《入場無料》

 第 28 回『こばと幼稚園お遊戯会』
�26 日 （日） 9:30 ～ 11:30 ………………………………………… 《入場無料》

 海の子幼稚園お遊戯会
�26 日 （日）16:00 ～ 18:00 ……………………………………《自由席 400 円》

 下北吹奏楽団第 4回定期演奏会～東北大会出場記念コンサート～

〈詳しくは〉下北文化会館 �22-8411

【
べ
こ
も
ち
教
室
】

〈
い
つ
〉11
月
19
日（
日
）午

後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ『
多
目
的
ル
ー
ム
』

〈
ど
ん
な
〉

花
柄
模
様
な
ど
の
べ
こ
も
ち
作
り

〈
対
象
〉中
学
生
以
上

〈
定
員
〉15
名

〈
準
備
す
る
も
の
〉

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
包
丁
・
タ
ッ

パ（
持
ち
帰
り
用
）

〈
参
加
料
〉無
料

※
ユ
ニ
セ
フ
基
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

〈
講
師
〉二
本
柳 

て
る
み 

氏

〈
申
込
方
法
〉

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
イ
ベ
ン
ト
名
・
氏

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ 

11
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
１
枚
に

つ
き
１
名
の
ご
応
募
と
な
り
ま
す
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
当
選
者
に
は
、
11
月
８
日
以

降
に
、
ご
案
内
の
通
知
を
し
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉

11
月
７
日（
火
）当
日
消
印
有
効

※
申
し
込
ま
れ
た
方
の
個
人
情
報
は
、
適
正

か
つ
厳
重
に
保
護
・
保
管
し
、
イ
ベ
ン
ト

に
か
か
わ
る
諸
連
絡
お
よ
び
実
施
に
関
す

る
範
囲
内
で
利
用
い
た
し
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
９

－

４
２
２
３

下
北
郡
東
通
村
大
字
小
田
野
沢
字
見
知
川
山
１

－

809

東
通
村
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
』

�

48

－

２
７
７
７

　

む
つ
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

『
む
つ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ

ア
』を
結
成
し
ま
す
。

　

チ
ー
ム
に
参
加
す
る
小
学
生
を
広
く

募
集
し
ま
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方

は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

練
習
日
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
練
習
日
予
定
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
方
は
、
申
込
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

む
つ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

《
む
つ
Ｓ
Ｃ
ｊ
ｒ
》
小
学
生
メ
ン
バ
ー
募
集

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

藤
島
・
�
０
９
０

－

９
７
４
９

－

０
５
１
１
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１
９
５
７

�m
utsusoft2005@

yahoo.co.jp

む
つ
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�http://www.geocities.jp/mutsusoft2005/

『
む
つ
来
さ
ま
い
館
』
だ
よ
り

《
営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ
》

　

11
月
１
日
よ
り
、
む
つ
下
北
観
光

物
産
館
の
売
店
・
食
堂
の
営
業
時
間

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　

【
売
店
】午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
【
食
堂
】午
前
11
時
〜
午
後
３
時

　

ま
た
、
毎
週
火
曜
日
は
売
店
・
食

堂
が
定
休
日
と
な
り
ま
す
が
、
む
つ

下
北
観
光
物
産
館
は
通
常
ど
お
り
営

業
し
て
お
り
ま
す
。

《
休
館
日
の
お
知
ら
せ
》

　

む
つ
来
さ
ま
い
館
お
よ
び
む
つ
下

北
観
光
物
産
館
は
、
特
別
清
掃
の
た

め
次
の
日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

【
む
つ
来
さ
ま
い
館
】

　

11
月
14
日（
火
）

【
む
つ
下
北
観
光
物
産
館
】

　

11
月
７
日（
火
）

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館

�

33

－

８
１
９
１

『
第
19
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

ご
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
気
持
ち
良

い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
ゴ
ム
製

の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
用
し
ま
す
の

で
、
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

〈
い
つ
〉11
月
26
日（
日
）午

前
８
時
45
分
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
民
体
育
館

〈
種
目
〉

 

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

　
（
小
学
生
２
名
と

大
人
男
女
１
名
ず
つ
の
計
４
名
）

 

・
ミ
ニ
の
部（
小
学
生
４
名
）

 

・
ト
リ
ム
の
部

　
（
大
人
４
名
で
男
子
は
コ
ー
ト
に
２
名
ま
で
）

※
女
子
の
み
の
チ
ー
ム
編
成
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

〈
参
加
料
〉

１
チ
ー
ム
５
０
０
円（
ミ
ニ
の
部
は
無
料
）

〈
申
込
締
切
日
〉

11
月
17
日（
金
）

〈
そ
の
他
〉

　

小
学
生
は
父
兄
に
同
伴
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
先
・
申
込
先
〉

む
つ
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
柳
谷
泉

第
一
田
名
部
小
学
校
�
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－

１
２
３
６
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－

５
１
９
８



( 2 2 )

（２００６年・第６３９号）

　10月7日（土）～8（日）／むつ市民体育大会（卓球競技）

　10月9日（祝）／第7回 青森県フライングディスク大会



( 2 3 )

（２００６年・第６３９号）

　10月8日（日）／第13回 川内高原まつり＆ベコまつり

　10月14日（土）～15日（日）／第9回 産業まつり

　10月9日（祝）／安全・安心まちづくりフェア inむつ



( 2 4 )

（２００６年・第６３９号）

　時間は午後７時から午後 10 時までです。また、都合により当番医が変
更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

ちば小児科アレルギー科クリニック
柳谷ひ尿器科皮ふ科クリニック
たなか泌尿器科クリニック
どんぐりこどもクリニック
渋 谷 胃 腸 科 内 科 医 院
田 村 胃 腸 科 内 科 医 院

☆　３　日（祝）
☆　５　日（日）
☆　12　日（日）
☆ 19 日（日）
☆　23　日（祝）
☆　26 日（日）

11 月 の 在 宅 当 番 医

� 33-8001
� 24-2055
� 28-2660
� 24-5656
� 22-5800
� 22-4010

赤ちゃん教室（皮膚科） むつ地区

11月29日（水）生後４か月～９か月になるまでの乳児
12:40 ～ 12:50 下北文化会館集会娯楽室

離乳食教室 むつ地区

11月29日（水） 平成18年 3月および平成18年 7月生まれの乳児
10:10 ～ 10:20 下北文化会館集会娯楽室

10か月児健康診査 むつ地区

11月30日（木）平成18年 1月生まれの乳児
12:20 ～ 12:30 下北文化会館

１才６か月児健康診査 むつ地区

11月15日（水）平成17年 4月生まれの乳児
12:45 ～ 13:00 下北文化会館

２才児健康診査 むつ地区

11月16日（木）平成16年 5月生まれの幼児
13:00 ～ 13:20 下北文化会館

３才児健康診査 むつ地区

11月21日（火）平成15年 5月生まれの幼児
12:00 ～ 12:20 下北文化会館

赤ちゃん相談 川内地区

11月  1 日（水）平成18年 1月～ 6月生まれの乳児
9:50 ～ 10:00 健康管理センター

赤ちゃん相談 大畑地区

11月14日（火）生後 4か月～ 5か月の乳児
10:00 ～ 10:15 総合福祉センター（ふれあいかん）

赤ちゃん相談 大畑地区

11月14日（火）生後 7か月～ 8か月の乳児
13:15 ～ 13:30 総合福祉センター（ふれあいかん）

２才児健康診査 大畑地区

11月20日（月）平成16年 2月～ 5月生まれの乳児
12:00 ～ 12:15 総合福祉センター（ふれあいかん）

赤ちゃん相談・離乳食教室 脇野沢地区

11月15日（水）生後 3か月～1才未満の乳児
10:30 ～ 12:00 地域交流センター

健康なんでも相談 全地区

毎週火～金曜日 保健師や栄養士がご相談をお受けします
13:00 ～ 15:00 市健康推進課

11月の健康相談（高血圧症）・予約制 全地区

毎 週 月 曜 日 保健師や栄養士がご相談をお受けします
13:00 ～ 15:00 市健康推進課

成分献血は11月21日までに予約が必要です・市健康推進課22-1111内線447

15日（水）
（株）マエダ本店
東北電力（株）
特別養護老人ホーム桜木園

10:30
13:10
15:00

～
～
～

11:40
14:10
16:10

16日（木）
たけおファミリーパーク
川内庁舎
特別養護老人ホームせせらぎ荘

10:00
13:00
15:00

～
～
～

11:50
14:30
16:00

17日（金）
むつ市役所
むつ消防署
むつ総合病院

9:30
13:00
14:40

～
～
～

11:20
14:00
16:00

29日（水）むつ市役所（成分献血） 10:30～15:30

健康教室・健康相談・健康診査
　

生
活
習
慣
病
予
防
は
、
子
ど
も
の
時

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

食
育
カ
ル
タ
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

で
、
栄
養
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
や
小
学
生
の
み
な

さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
楽
し
く
食
育
カ
ル
タ
！

〈
い
つ
〉11
月
11
日（
土
）

午
前
11
時
〜
正
午
・
午
後
２
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

㈱
マ
エ
ダ
本
店
４
階

〈
ど
ん
な
〉

 

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

 

・
食
育
カ
ル
タ
大
会
な
ど

※
食
育
カ
ル
タ
大
会
で
１
位
に
な
っ

た
方
に
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
む
つ
バ
ル
ー

ン
ク
ラ
ブ
の
す
て
き
な
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

参
加
賞
も
あ
り
ま
す
よ
！

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
栄
養
士
会
む
つ
下
北
地
区
会

野
呂
・
�

24
－

６
５
２
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釜
臥
荘
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

の
交
流
を
深
め
る
た
め『
料
理
交
流
会
』

を
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉11
月
７
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘

〈
ど
ん
な
〉

 

・『
そ
ば
作
り
』

 

・『
試
食
、
意
見
交
換
会
』

〈
指
導
〉

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

〈
対
象
者
〉む
つ
市
在
住
の
方

〈
定
員
〉20
名（
先
着
順
）

釜
臥
荘
『
料
理
交
流
会
』
開
催

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

　

第
２
回
目
を
12
月
６
日（
水
）に
予

定
し
て
い
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘

�

23

－

４
５
１
４

11 月 の 献 血 受 付 日 程
血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。



( 2 5 )

（２００６年・第６３９号）
これからの予防接種日程
= =☆ 個別予防接種 ☆ = =

種　類 対象児 実施日

麻 し ん 風 し ん
◎１才 ～ ２才未満の幼児および小

　学校入学の前年の幼児（年長児）
11月 7日（火）

三 種 混 合 ３か月 ～ ７才６か月未満 11月21日（火）

受付
時間

佐 藤 小 児 科 …… 14:00～17:00
ちばクリニック …… 14:00～15:00（接種時間14:00～15:30）
菊　池　医　院 …… 13:30～14:30
どんぐりクリニック …… 14:00～15:00
脇 野 沢 診 療 所 …… 13:00～13:20（10日前までに予約が必要です）

= = ☆ 集団予防接種 ☆ = =

種類 実施日 受付時間 実施場所

ポリオ 11月17日（金） 13:15～13:30 中 央 公 民 館

11月24日（金） 12:45～13:00 下北文化会館

三種混合 11月17日（金） 15:00～15:30 大 畑 診 療 所

《対象児》 【 ポ リ オ 】 ３か月～7歳６か月未満

【 三 種 混 合 】 ３か月～7歳６か月未満

高齢者インフルエンザ予防接種受付中
　市では、高齢者の発病予防や重症化防止を目的に、イ

ンフルエンザ予防接種を実施します。

　接種希望の方は、11月17日（金）までに電話でお申し

込みください。申し込みされた方には、案内を送付します。

〈接種期間〉11月1日（水）～30日（木）

〈接種場所〉 市内医療機関
※一部実施できない医療機関もあります。

〈対　象〉

 ・ 65才以上の方（接種当日に65才に達している方）

 ・ 60～64才で、一定の心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能、

またはヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能に障害の

ある方（身体障害者手帳を確認させていただくこともあります）

〈料　金〉1,000円
　※生活保護法により生活扶助を受けている方は無料です。

〈問合せ・申込先〉

   市健康推進課予防係  �22-1111内線 445・446・447

　　　川内庁舎健康福祉課              �42-2111

　　　総合福祉センター（ふれあいかん）�34-6611

　　　脇野沢庁舎健康福祉課           �44-2111

 『高齢者運動サポーター
養成講座』受講生募集 　

　高齢になると、筋力の低下や、柔軟性、バランス感覚

などが低下してきます。健康でいきいきと活動的に過ご

し、長寿を楽しむために、普段の生活に無理のない運動

を取り入れることがとても大切です。

　市では、高齢者向けの運動教室などで、サポーターと

して活動できる運動普及ボランティアを養成します。

　何才からでも運動の効果はあると言われています。運動

経験のない方、運動が苦手な方でも大丈夫ですので、この

機会に自分自身が運動の勉強をして同年代の仲間と一緒に

運動してみようと思う方、ふるってご参加ください。

〈い　つ〉平成18年11月 27日（月）

～平成19年1月29日（月）の８日間

〈どこで〉むつ来さまい館ほか

〈どんな〉運動実技講習・体験実習

①運動の基礎についての知識

②高齢者体力測定

③実技講習・ストレッチング・ウォーキング・自体重利用

筋力トレーニング・楽しいボール体操・水中運動ほか

④ボランティア活動について

〈対　象〉60才から70才くらいの方20名（先着順）

〈受付期間〉平成18年11月1日（水）～7日（火）

〈問合せ・申込先〉

市健康推進課保健係  �22-1111内線 441

いきいき健康づくり講演会
　市では、みなさまの健康づくりに役立てていただくために

『心の健康』について講演会を開催します。

　あなたの心は元気ですか？心にも休養と栄養が必要です。心

の健康やうつ病の予防について医師がわかりやすくお話しいた

します。ご希望の方は、市健康推進課までお申し込みください。

　〈い　つ〉11月 22日（水）13:30～15:00（受付は13:00～）

　〈どこで〉 市立図書館あすなろホール

　〈テーマ〉心の健康とうつ病の予防について

　〈講　師〉青森県立精神保健福祉センター

　　　　　　　　　精神保健医長 岩佐 博人 氏

〈問合せ・申込先〉

市健康推進課保健係  �22-1111内線 442



( 2 6 )『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

（２００６年・第６３９号）

第６回むつ市わきのさわ・かさまい『来さまい・食さまい』まつり
　　　　〈い　つ〉11月 5日（日）・午前10時～午後５時

　　　　〈どこで〉むつ市脇野沢地域交流センター
〈どんな〉

①水産物・農産物等の販売

・新鮮な水産物、農産物を販売します。

②ふるさと・味・屋台村

・ 『焼干ラーメン』、『けいらん』等ふるさとの味を振る

舞います。

③元祖与作選手権青森県大会

・ ３名のチーム（うち女性１名）が、丸太を切り落とす

早さの競い合いをします。

・ 参加したいチームは、お電話またはＦＡＸで申込ん

でください。

④ホタテほやき大会

・ 男女１名ずつのチームが、ホタテをほやく早さの

競い合いをします。

・ 参加したいチームは、お電話またはＦＡＸで申込

んでください。

⑤橋田順子歌謡ショー

・ 岡千秋杯全国カラオケ選手権を初め、各種カラオケ

大会のグランプリを獲得し、現在は、テリールネッ

サンスをバックに東北中心に活動中です。

⑥對馬明子三味線＆手踊りショー

・ 鯵ヶ沢出身で青森県手踊り大会団体の部優勝、津軽

三味線全国大会特別賞などを獲得し、テレビの全国

放送にも出演され活躍中です。

⑦よさこいソーラン

・ 脇野沢小学校、川内町『舞ＹＥＢＩＳＵ』、東通村『和

心伝心』の三団体による、迫力あるよさこいソーラ

ンをご覧ください。

⑧千人鍋

・ 大きな鍋に約千人分のホタテなどをふんだんに入れ、

会場にお越しのみなさんに無料で提供いたします。

※なくなり次第終了となります。

⑨抽選会

・ 豪華商品が当たる抽選会の抽選券は、当日ご来場さ

れた方へ１人１枚配布されます。

～下北未来塾から～ 下北半島縦貫道路の早期完成を願って
下北半島縦貫道路の建設促進を目指したシンポジウムを開催します。

〈い　つ〉11月23日（祝）

・午後１時30分～午後４時 （午後0時30分 開場）

〈どこで〉むつグランドホテル

〈どんな〉

☆下北半島縦貫道路の事業経過説明

☆下北未来塾生朗読劇『ねえ、ねえ、聞いて！』

☆伊奈かっぺい氏講演『講演会ゴッコ～下北・充感動！？～』

　※入場無料ですが整理券が必要です

〈申込方法〉

往復はがきに次の内容を記入してください。

【往信用の裏】

郵便番号、住所、氏名、電話番号、申込人数（１枚

で最大４人まで）

【返信用の表】

郵便番号、住所、氏名

※返信用の裏には何も記入しないでください。

〈申込締切日〉11月２日（木）必着

　※応募募多数の場合は、抽選で整理券を発送します。
　　（11月6日発送予定）

〈その他〉

　ご応募の際にいただい

た個人情報は、当シンポジ

ウム以外の目的には使用い

たしません。

※ 総合司会は、テレビでおなじみの横山ひできさんと田中栄子さん（ATVアナウンサー）です。多数のご来場をお待ちしております。

〈問合せ先・元祖与作選手権申込先〉

脇野沢庁舎産業振興課�44-2111  44-2115

〈ホタテほやき大会申込先〉

脇野沢村漁業協同組合�44-2211  44-2210

　　　　　　　　　　　　　〈問合せ・申込先〉

〒035-8686（住所不要） むつ市企画部企画課「下北からのメッセージ」担当

�22-1111内線214


